





慨然と して 筆を 觀 つた。 憂 也冲冲 禁ずる 能は ざるが 爲 である 
此の 書些 なりと も 大方を 益ず る あら ば、 本懷 至極で ある。 
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昭和 十二 年 セ 巧 セ 日。 蘆禱の 銃火 莫を 驚かし 地を 動かし、 遂じ曠 ホの 
大戰 となつ た。 j 見 すれば、 偶霎 巧が、 意外 呈营 た樣 であるが、 纖察 
すを 當然來 るべき 審が來 たので、 寧ろ I 大變轉 期 当疆と 思を ミ 
今や 時局は、 圓 石を 千 傲の 山ょり 轉 した 如く、 中途で どうもこう も‘ ±懿 が 照； 
く、 否應 なし じ、 巧く 所 迄 巧かねば ならぬ 勢で ある。 而 して 戰 局の 機大と 共い 
に、 ■一波は 萬 波 蓋 じて 間 題 溢々 簇 化し、 渦は 渦を 撥ぃて 事審 紛糾し、 を 
の 終極 じ 至つ ては、 神ょり 外 じ 知る 人 もない。 

小生は、. 一昨年の 春" 滿 蘇の 疆を 巡り、 支那の 廊 化を 旅して、 1 大露 
を 受けた。 例へ ぱ奠 なる 怪物が、 無限の 劈 S て 襲 装を 如き 感じで 
あつた。. なぜか > る 途方もないみ 配を したので あらう か。 


當時 朝夕 目 じ 觸れる 文字、 畫夜聽 く 言葉は、 

統一、 若く は 中央 化 
經濟 建設 
國際 支援 
. 排日 又は 抗日 

の 四 巧で あつた。 之が 憂の 種と 谱つ たのは、 上海に 着いた 後で ある。 この 四.^ 
者は 相互 じ關 連して、 離るべからざる もので、 •之を 平たく 解けば、 左の 彌 り 
である。 

外關 、まとして 英國の 資本を 借りて 經濟 建設を する。 

經濟 建設は、 勤 巧 的には、 國民 政府を 强 化して 統一を 促繼 すると 同時に 
對 外的には、 排日の 作用を する。 

外資 借狹 は、 外國の 經濟的 •政治的 勢力を、 支那に 扶植し 就つ 增火 ずる 


と 同時 じ、 白 本 勢力 の 作用を する。 

支那の 事 だから、 計畫 通り 巧 はれた 例が なく、 假令巧 はれても 容易 じ 成功 
を 蟹め ない が、 この 計 謹の I 部で もを の緖じ 就いたなら、 天下の 形 鷄は目 か 
ら變 化する は 必定、 旦つ 之を 機會に 何が 飛び 化す や も 測られない。 從 來の排 
日騷 ぎは、 槪 して 空騷で 一時 性の ものが 多 かつた が、 若し 建設の 線 じ 沿 ふて 
排日が 起れば、 慾 得が 伴 ふ 故、 根强 くて 長纔 し、 次第々々 じ惡 化する 處がぁ 
ミ 殊に 外國 依存の 支那 人の 也理を 刺戟す る こと 異常な ものが ぁ ミ 撕く考 
へれば 考 へる 疆 憂慮に 堪へ なくなつ ち 併し 在 支 邦人は 割を じ呑氣 で、 左 迄 
也 配の 模樣 もなかつ た。 六月 歸 朝して 熱 也 じ 形勢を 說 いたが、 耳を 傾けて 吳 
れた 入は 極めて 少かク た。 兎角す る 巧に 蘆鷄橋 事件が 起つ たが、 一 殿は 輕く 
見て 近く 解诀 ずる もめと 思 ふて 居つ た。 小 化は 愈ょ 大變 と直變 し、 化 當哪ぷ 
常識たり し 化 ま 腿を 說じ對 して I 撕る 虫の 善い を 文の 通る 答は なく、 事 p £ 


を 支に 波な する は 必定、 或は 一層 惡 化する ものと 也 痛した ので ぁつた。 饼し 
、この 意見は 何處 でも 殆ん ど容 れられ なかつ た。 政府が 繼大 しない 方が だか 
ら 、擴大 ずる 氣 遣が 無い と 云 ふの が、 普通 ゆ 遊 鱗で、 小 隹が熱 也じ說 けば 說 
く穗 、調子が をは なくなつ た。 

.小生の 憂慮は 他で 無い^ 經濟 建設ち ま那獨 力の 化 事で 無く、 まとして 英 
國 猶太が 闕 との 合作で ぁる。 之を 英國が 懸命で 支持し、’ 建設に 關 する 限 b 、 
一二 者は 渾然 一體 をな すじ 至つ た。 一一 奢は 獨自の 利 蕾ょり なに 撰 近し、 あ 別の 
必要ょり 梢 抱擁して 經濟 建設を 產ろ么 を 育つ る爲 、離れられぬ 關係 となり、 
之を 完成す る爲 ，一致 團結 せねば ならぬ 因果と なつた。 而 して 名を 經濟 建設と 
を ふ も、 をの 本質は 政治、 經濟 一切の f の强 化で、 特に 排他 溯 占 惟の f 
强化 である。 これが 成長は 周圍を 震撼せ しめ ざれば 止まぬ ので ある。 な 下 事 
實を赂 叙して 大方の 賢察を 仰ぐ。 


戰 前の 卷 

'第一章 經濟建 談窗民 政府 VJ 猶太 財闕 ，この 合 か) 
築-支那 .の 切望 

支那は 地 大物 博、 巧 野 遠 < 連 つてな 穀穗 ゎ、 眞じ天 典の 國 でぁる。 四千 年 
ち 治 日少 くして 靴 日 多 かりし にも 拘らス 大體に 於て 人民は 巧 生^ 少 
し 泰平が 鑛けぽ 、皴 腹擊 壤の娠 をした。 君 まが 變宮藩 曇を 建て、 酒池钩 がの 
快を 貪つ たの も、 萬 里の 長 城を 築き、 大 運河を 開穀 したの も、 要する じ府牽 
充 實の赎 でぁる。 

.近 化に 及んで 中央の 權力 一向に 振は ない。 巧 憂 外患 じ、 加へ て、 巧禍 蓮. 户、 
爲に國 祭蕩盡 、民力 徊渴と 云 ふ雜れ な有樣 となつ てし まつち 曲 來ま那 はを 



の 化る 處 、金が 物を ふ處 、金る へ あを 戰爭を 勝てば、 地盤 もが 來 、天下 
も 取れる。 文字通り 萬 事 亨通の 反擲 に、 金が 無 けれち 手 差も楚 く、 が 
巧の 經諭も 施す に 由な く、 名案 も 反古 同然。 從 つて 官民 擧 つて 金を 欲しがる 
, のは、 大旱じ 雲 露を 壁む が 如く、 歷 化の 政府、 熱れ の政權 も、® に 肝臟を 
霞き、 隨み 無理算段の 借金を したが、 ホれ が义繁 となつ て 愈ょ 偕款 難と なつ 
'た。 さぅ なれば 借 謙 熱は 益々 嵩まる 許りで、 恰も 漓醬 の盜 泉の 氷を も 厭は ざ 
るが 如く、. をの 條 件の 如きは 何等 間ふ處 でな かつた。 夫 にも拘らず S は殆 
んど絕 蟹で あつた。 

この 時に 方り 國民 政府に 金を 貸す 人が 現 はれた。 國民 敕府を 啸茲ん で®^ 

を與 へる 國が お。，"」 來 たので ある。 近來の 不思議は 化づ是 じと、 ぶめ を 刺す。 勿 

論 腹に 一物 あつての 事、 天下を 粗つ ての 事で あるが、 支 巧に とつて は 宵繪の 

浮 木、 萬 古 値 ひ 雛き の 知遇、 是經 有りが たい 事は ない。 何を おいても‘ 取 綿る 

• % 

妻！.^:^^.^^^-^ .^^5^ 囊 
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爲才 摆 ちお じ窠 き 口- 夕 结勇乘 ぇ*^"^ 3 -を 1 I I -，ミ 

-、 

は當然 、表面の 名義は 經濟 建設の 借款と 題して、 至極 穩か だが、 をのの 容を 
窺へ ば、 屯 重 八重の 機關 、をの 複蠢 妙なる、 實じ 驚く 幹 b である。 雨して 
金の 威 化は 離 面、 獨り 建設が 活潑 となり、 實 業界が 活氣づ いたのみ でな く、 
政治的には 廣東政 權先づ 倒れ、 山 西、 廣® の敕 權相驢 いで 屈し、 冀察 改組、 
冀柬 解消が 輿論と 化し、 國民 政府の 聲蟹隆 々としで、 從來 何人も 夢雜 もしな 
かつた を 支 統一が、 急に 實現 性を 帶 びて 來 たので ある。 If 酿 歡は寞 化を 喊 
の 問題 だと 臟ぎ 出し、 指を が クで數 へ 始めた。 

築 二 猶太の 垂灌 

猶太 人が ま那 じ垂誕 したのは、 決して 一朝一夕 でない。 上古は 鎌然 觀く错 
く。 中古 著 はれた のは マグ •ポ！ 口で、 元の 忽必烈 の 腹 也と なつて 大いに 
巧を 建てた。 蘆灘 橋の 如きは、 六 巧 年來 、彼の 紹 かにょ つて 西洋人は 旣じ其 


の 名を 知つ て 居た。 明の 時 じ、 關 封を 本 據に活 離した 猶太 人は 自ら 其の 事績 
を綠 して、 膊 を淸眞 寺に 建てた。 么 にょれ ぱ、 彼等は 永く ち那 にあり て、 潮 
•野の 各方 面 じ 活動し、 或は 官衷 となり、 或は 將軍 とな わ、 或は 當豪 となり、 
或は 技術 家と なわ.、 殊に 驚くべき は、 彼等が 支那の 姓名を 名乘 わて、 立地に 
を嘗 し、 查く 支那 人に 成り切つ たこと である。 曲 來他國 化しない のをな て特 
徵 とする 猶太 人が、 金 •趙 の 支那 人と なつて 數巧 年を 送つ たことは、 
正に 世界の 驚異で ある。 奪 又 他日 猶太 人を して、 支那を 安住 地と して 特別 
の 嫂 着を 感ぜし むる 一因と なつた かも 知れない。 

この 麟 小生を して 想像を 逞 ふさせれ ぱ 、猶太 人は 狹 くの 昔ょり 支那 じ來た 
樣 である。 秦趙の 始祖 惡來 飛廉は 猶太 人らしい。 f 桑 彼等の 跋 郷ル跑 綱 端は 
歐郎 の接壤 する 處 で、. も來贊 易の 中繼她 として 發 達し、 彼等は 廠 大陸の 閒を 
な K して 商 ネを禪 つた。 從て天 山の 南化路 には、 夙に 足跡を 印した じ 相違な 


く、 をの ま 那じ關 する 智識は 相當深 かつた ものと 維 測され る。 

近世で 著名なる は ゴ グ ドン (ぶ 登) で、 畏髮賊 を 平げ、 淸 朝の 爲じ圃 天の 備 
動を 建てた。 長 髮贼の 首魁 洪秀 をは、 廣 東ょり 起つ て 江® •溯 萌* 湖 化を 攻略 
し、 長江を 下つ て 南京 じ 都し、 國號を 太平 天 國と稱 し 十 數啦に 貫つ て $ 支 
1 帶をま 配した ので、 をの 擧 巧な 來の巧 動は 今の 國民 政府と 離 似して 居る。 
ゴ少 ドンの 成 巧は、 英 軍を 指揮し、 能く 火器を 使用した 爲 でぁる。 淸 朝は 常 
勝將 軍と して、 禮遇 到らざる なく、 言と して 聽 かざる はな かつた。 彼は 印度 
其 他ょり 有爲の 人が を備拔 して、 縱 機に 手腕を 禪は せた。 元 來物憐 地 火の 支 
那の 事と て、 經營 宜しき を 得て 贊 本を 投 ずれば、 成鑛 忽に擧 るは 自然の 微 で、 
鉱後义 しきを 經 ずして 山河 形を 改め、 上海の 如き 沮觀の 地、 一朝に して 殷脈 
の 都と 化し、 昨日の 旅人は 高 機の {酉 豪と なつた。 ゴグ ドンの 趙 用した ものは 
槪ね 猶太 人で、 隨て 成功者 も ホ 猶太 人で ぁつた。 


號 片戰爭 、長 髮贼の 靴と 相續 き、 淸 朝の 鞭 鱗せ るに 乘 じ、 英國は 盛に 萊方 
經 略を 離 じ、 蕃 々をの 効果を 收 め、 完を にが 泮の 王座を 占めた。 併しながら 
巧 細に 觀 察すれば、 赫 々たる 英國の 化 輝は、 をの 實 猶太 人の 繁華の 反映で、 
をの 本據 上海は をく 猶太 街と まふ も 遮 言で ない。 誠に 見ょ。 H 部局 事 歎總畏 
(市長 格) フェツ セン デン、 ホ會 議長 フランクリン、 前 議長 ア 1 ノ V ド 等 巧 
腺に 幹た る ものは 皆 猶太 人で、 殊に フ ぶ ッ セン デンは 米國 人で ある。 米 人が 
上海 市長とは 一寸 異樣に 感ぜら る、 が、. 猶太 人 だからと 思へ ば 不思議は ない 
而して當豪サ ツ ス ー ン 、 カドリ！、 ェ グラ、 . 八 1ド ン等數 へ 來れば、 が謂芭 
商 豪 紳は皆 猶太 人、 宗敎界 を 指導す る 者は 猶太の 敎 法師で、 i 鄉を 牛耳る 
者 も 亦 猶太 人、 煙草、 倉庫、 止 地 家屋 等大會 社の 蘆 役 や 銀が 家は 殆ん ど！ 
太 人。 純 粹の英 人に して 上海に 雄飛す る 者 梁して 幾人 あるか。 寥 々たる 麟の 
藍の 如く、 換言すれば 上海は 猶太の 灭下 である。 天下に 無敝を 謗る は 英國。 
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をの 國權を 背景に、 をの 國 旗を 麵 して 日 じ 巧に、 をの 當を猜 む ものは 輿 觸猶乂 
人。 而 して 彼等の 大多數 は 近年 新じ國 籍をお 得した 者で、 先祖 化々 の英 人で 
ない。 猶太 人が 年々 歲 々增 加す る 反 勤 じ、 純英 人は 減少 叉 減少、 細 じな て奇 
異な 對照 である。 

この 隙 ホ 意す る ことは 余の 儀で ない。 是 迄の 猶太 人は 孰れ も 普 適の 商人 
で、有名なるヴィツカ！ス、 マ^コニー、ジヤーデン、 マチソンと錐も皆利 ^ 
益を 目的に 嘗業 する もので あつた。 此の 時に 方 b サツ ス ー ン は、 鄉爽 として C 
彼等と をく 選を 異にして 登場して 來 た。 

築 =1 經濟 建設の 準備 工作 

猶太 研究家の 說じ 依れば、 猶太 人 獨特の 投資 方法と して、 「近 十 年 計 謙 亡 
なる ものが ある。 即ちぶ 十 年を 一朔 としをの 前半 二十 丑年 間は 搜赏义 は蜡養 


期、 後半 二十 五 年は 圓收 期で、 賴觀 努めて 利 盛を 塔 ひ、 其の後 徐ろにち 利を 
仅む るので ある。 ゴグ ドン 時化 じ撰赞 された る 第一 與の 分は 旣に已 に 臣收濟 

みとな つた 爲、 更にき 絮挺 f 替 べき 蠢を つた。 仍で 猶太 入は 智 

篇を 級つ て、 蠢じ 再拱褒 ずべき や 章、 殺 資する とせち 如何なる 計 謹を 
なつて すべき かにつ き愼 重な 妍究 をした。 

は 大戰の 淡と で 鞭 弊困備 、復興 すら 容易で なく、 新に 大 利を 憐す るが 

如きは 思 ひ 各ら ミ。 中裹 は驚委 、翼認 、囊 の 如 妾 化 做き 

處で ± 人 擎に粗 鱗 風を 寶 つても、* K し S も 懸けられない。 变瓣董 
弱で、 群雄 削據 し、 思 懲渦视 として 政憐不 をでは あるが、 何分 上 地は 厳くて 
a 巧、 人は 多くて 文化が 嵩い。 进つ 一般に 白人を 崇拜 する から、 偶々 讓邏 
動が 趟 つても 多寡が 知れて ぬる。 結局ち 那に藝 する のが、 壞も截 明の 驚た 
とちつ こ。 巧して 攫賓が 決を すると 閒 時に、 普通の 瞥利觀 念の 外 じ、 化處を 
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なて 金城 湯 池と なし、 を 住の 樂止 とする の 計 靈を樹 てた ものと 維 測ず る。 趙 
れ國際 聯盟が 調査に 乘 化した 所な でぁる。 或は 國際 聯驢の 調査の 結乘 魅を 资 
住の 地と する 決 似を 固めた のか も 知れない。 

國際 聯盟の 調蠢 . 

四 王 天 延孝中 將の說 にょれば、 國際 職盟は 猶太 人の 創建に 係り、 をの 惟界 
敕策 を實巧 する 機關 でぁる。 故に 彼等は 之を コ！ シエ 會議 (淸 义は聖 の® 
と稱 し、 職盟 事務局の 幹部は 次長を 除く の 外、 殆ん どを 部を 鑛斷 して、 其の 
實 權を婚 つて ゐ る。 

聯鹽は 支那の 經濟 技術 援 賊と稱 して、 其の 大 幹部 じして 猶太 人た る ラィヒ 
マン、 ハ！ ス等瓣 々たる 人が をす ぐつ て、 現職の ま、 で 支那 じ 派 遭した。 こ 
の 一 凰は 畏 きは 四 年に 垂ん とし、 短き も 一年 有餘滯 在して ゐ るが、. 旅 鐵は千 
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萬 元と 曝される が 一切 自擲 (滯 西の 某 財閥の 支出と 云ふ說 あり) で、 讓も支 
那を 煩は さない。 斯の 如きは 聯 體と雕 も、 他 じ 試みた 先例 もな く、 をく 破 天 
荒の 擧 である。 なて 如何に 彼等が 支那 じ垂诞 して ゐ るか、 ぶ攤 はれる。 この 調 
盤 中に 偶々 滿洲事 變が趙 つた。 ラィヒマンが 眞茹の 無電 聲に 籠つ て、 H 鞭 荒 
廢無權 な 電報を 巧つ たこと や、 また 八 1 スが 其の後 リツ トンめ 一巧 じ 加つ て 
最もを 嫌な 報吿 書を 作成した ことは 世間 周知の 事實 である。 

國民 政府は を 力を 盡 して 一巧を 優遇し、 ロハを の 及ばざる を 恐を る、 有 礫で 
あつた。 調査の 援助と 云 ふょりも、 寧ろ 共同の 調査を 巧つ た。 試みに 之を 我 
國 のま 那 調査と 比較せば 如何。 我國の 調査は 常に！ が 眼を なて 觀ら れ、 纖 
鐵調查 凰の 如きは 歡迎は 愚か、 逮捕 監禁され、 僅に 免れて 九死に一生を 得た 
こと すら ある。 聯盟から 派遣され た 者は 皆 斯界の 權威 者で、 時 曰と 截用 とを 
厭は ず 調査 硏究 し、 支那は 凡 巧の 便宜を 提供した。 隨て をの 調 盤が 備綱 觸密 


い〇 


厭は ず 龍#! 巧 萌し 戈 巧け パち c 優追 を 拐# した 陵て をな 顯邊 々捐紋 招が 



ぶ 極め、 確實性 巧み 率なる ことは 容易に 推測され る。 用意周到の 一が は游ん 
ど 之を 形容す る 綠に化 來た樣 に 思 はれる。 をの 結晶が 骼制 改革と 經濟建 殻と 
なつて 現 はれた ので ある。 


サツ K — A の 登場 

事を 創む る も 人、 事を 興す も 人、 事を 敗ぶ る も 亦 人。 世事 I 切 人 次第で ぁ 3 
る。 サツ ス！ ンが無 かつたら 經薇 建設 も產れ ず、 强細 嘘の 厕雲も 平 職 だつ た C 
で^ 5 ら ，っ。 

サツ ス！ ンは 兄弟 二人。 兄 〇 *K 6 サツ ス； ンは總 本家と しで 偷教じ 使み 
弟£ * D 。 サツスーンは驱細盛の元締として上海に本據を構へ、 四盤、 ゼホ 
パに 辨事處 を 置き、 廣 くを 世界 じ 直つ て 其の 活動 綱を 張つ て 居る。 をの 當無 
慮兰 十億 弗と 稱 がられる が、 金 儲の 源は 印度で ぁつた。 彼等は 唯の 營利 商人 



でな く、 政 磯と 連絡して 事業を 經營 ずるの が特 をで ある。 

ま那 投資に 關 する 調査は 旣 じ化來 た。： どぅ すれば 之を 甘く 實 施し 鶴る か。 
魅に サツ ス ー ンの 慕が 關 いた。 元 來 建設 事業は 一部 一局 じがつ たのでは 剌益 
少 いのみ ならず、 磯 能が 發禪 されない。 をち に 巧へ ば 理想的 だが、 苑 も角大 
規模 じしなければ 妙で ない。 宮戀 から 邢 魔され \ぱ 、初から 何も 化來 ない。 
故 じ國民 政府と 提携す るの が 第一の 必要で 且つ® 的 要件で ある。 政府 側か 
らちへ ば、 第一 金が 欲しい" 金 さへ あれば 地盤 繼 藤、 軍關潑 治を 始 としで、 
統一の 理懲が 遂げられる。 猶太 側ょり 見れば、 政府を 强 化すれば する 摇 、建 
設 が化來 、努力が 扶植され る。 一は 金に 飢 へ、 一は 權に满 して、 一所 じ なれ 
ば 互にを の 缺兢を 補 ひ 双方 希 蟹を 達する ことが 化來 る。 爲れ サツ ス！ ンが容 
易 じ 支那を 籠絡した 所な である。 

支那と 猶太との を 作 だけでは まだ 本物で ない。 權 戚じ缺 けて ゐ る。 英國が 





支那と 猶太との な 作 だけでは まだ 本物で ない c 權 威に 献 けて ゐる £ 輿輕が 



參加 すれば、 世間の 信用が 頓に 加は り、 をく 押し も 抑され もせぬ 權威 ある も 
のとなる。 更に 麵て 英國 側より 云へ ば、 東洋の 事態は 舊 奪を 巧つ て荀 をを 偷 
むこと を 許さ なくなつ た。 支那を 懐柔す る 必要は 日一日と 加つ て來た 際、 幸 
に 之と 契を して、 をの 意に 從 がせる ことが お來れ ば、 化 上 もない 化を で、 所 
謂 上々 まで ある。 一一 著の 利害は 化點に 於て、 完 をに 一 敷し、 誘 ふ 者 あれば、 
忽ち 靡く 狀態 じあつ た。 是れ一 姐 一二 者を 點 じて、 忽ち 經濟 建設の ち 火と なつ 
た 所な である。 

第 四 英國の 東洋 政策 

最近 英國 の柬 洋に徵 する 關 也は、 實に 驚くべき ものが ある。 觀方 によつ て 
は ME よりも 柬洋に 重きを 置き、 對 H 微 支の 爲 には 暫く の 麟牲を も恣ぱ 
ん とする 風 じ 解せられ る。 目下の 来洋對 策は 左の 一二 頃を 管 子と すると 思 ふ。 


い？ 


一、 印度を 府庫と して 確保し 

二、 支那を 巿場 として 疆を摇 り 
一二、 日本の 發展を 極力 抑 盤す る . 

英の 東洋 政策は 常に 時勢と 必要と に應 じて 變 化する のが 特性で ある。 B で 
は 日^ 央 同盟を 結んで、 極力 我の 歡 也を 求めた が、 今は 事每に 我を 抑へ、 我が 
發展を 妨げる。 昨是今 非、 態度 豹變 した。 併し 之は 我ょ 每觀 たる 英關 で、 英含 
國 ょり 云へ ば、 方針 一貫、 終始 不變 でを る。 徹頭徹尾 自國本 化で、 肖 かの 利い 
儘と する 處を巧 ふじ 媪ぎ ない。 要は 永久に 世界の 觀 磯を 攜 り、 當强を 萬 惟 じ 
誇らん とする にある。 

旌に 我等の 看麵 する 能は ざる 一事が ある。 ホは 英關が 常に 猶太 人を 先臟と 
し、 义 猶太 人が 英國 々權を 笠に 活動す る ことで ある。 故 じ 印度 經營、 变那改 
策に 於て 到る 處 猶太 奧が懿 はれる。 猶太 人と 英國 とは 其の 利嘗 必ずしも 一敬 


策 じ 於て 到る 處 猶太 梟が 懿 はれる。 猶太 人と 英國 とは 其の 利審 必ずしも 一敬 

しない。 猶太 人の 意見 通りに 政府が 動く ので もな く、 义 猶太 人が 4 一々 败府の 
命令を 聽 くので もない から 時々 本 國と化 先との 間 じ 衝突が あつた ，〇 然る じ 極 
く 最近の 斷ま 政策 にがては 兩者殆 んど完 をに 一致し ち 同時 じ 異常の 風雲が 
捲き 起った。 


、對 印 


雙 


印度は 天 惠の寶 庫、 英關 富强の 源泉で ある。 英關 はが 度ょ b 年々 赃億お 千 
萬方ビーを徵收し、 媪去サ年間に無慮五巧四十億^ビーを貫がせた。 印度の 
貨財 無ければ 英の 財政 立たず、 印度を 失へ ば 英國衰 ふとは 一 化の 離 言で ある 
英國 は先づ 東印度 會社 をな. て戀 食を 始め、 クラィブ® づる になんで、 をく 
印度 攻略の 目的を 達した。 クラィブは 瓣 々たる 綱 太 人、 をの 鄉臟 、をの 離 鱗、 
千古の 下、 尙人 をして 耀獲 せしめる。 ビクトリア か 巧の 啼 、宰相ず スレ 


ク* 


( 19 ) 




(改宗 猶太 人) は 印度を 併せて 大英帝 國を創 ゆ、 帝冠を 女王の 頭に がへ た。 
印度の 官吏に 猶太 人 多く、 最近の 總 督^! フアス •アイザックス (リ ー デイ 
ンダ鄕 } も 猶太 人で あつた。 

英國の 統治 銭に な 五十 年。 印度の 民 一一 一億を 千 八 巧 萬 有 餘の九 割 即ち 一二 億 二 
千 萬は 憐 むべき 文盲で ある。 昔 一 お 五 〇 年 迄は が 落 じ 必ず 學 校を 見た が、 今 
は殆 んど骇 成禮 僅かの 大擧は ある。 之は 有 觸當裕 の 王侯の 鱗の 設備で、 
大衆 敎 育とは 甚だ 緣 遠い。 截 I て ヘス チン ダは、 凶年 だが 租赫を 前年よりも 多 
く徵收 したと 自慢した が、 苛飲誅 求の 結果、 人民の 飢寒 督に 徹し、 ッチの 替 
によれば n 二人の 巧 1 人は 飢 者の 割を だ」 とを ふ。 ウイリアム。 デイ グヒ！ 
の 調査 じよれば 、一八 五 七 年より 一九 〇 1 年の 間 じ、 飢餓 叉は 飢織 による 病 
の 爲に約 四千 萬 人 死 じした とを ふ。 、 

リ竖 人は 化界大 戰に參 加し、 をの 觀 をな て懸 法を 繼 たが、 夫は 彌ん ど潑 法の 
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リ度 人は 化界大 微に參 加し、 をの 血を なて 懸 法を 獲た が、 夫は 賄ん ど潑 法の 



體 瓣を備 へた もので ない。 自治の 如きは 憐じ 名のみ である。 卯ん ロ ー ラット 
法は、 用愉 なく 錐會 結社 言 諭を 取締り、 满說 すれば 檢 束され、 集會 すれば 解 
徽 され" 處 罰は 一々 裁判を 受ける のでない。 ご 癒 お 千の 民、 聲を吞 んで哭 く 
こと 久し かつた。 自も民 まま 義を 標榜す る英國 は、 絕徵權 力ま 義を なて 印度 
じ 臨み、 毫も 假借 する 所がない。 また 極めて 獨占 排他的で、 容易 じ他國 人を 
常せ がけない 爲 、寶库 固く 鎖され て、 印度は 長く 地球の 別 乾坤で あつた。 

不思議な るは 時運で ある。 最近 民衆は 猛然 奮起した。 到る 處で演 說を備 し 
て 時事を 論じ、 多數 集を して 氣 勢を 擧げ 始めち 輸來 引致 抑 醒お締 何の 其の 
前者 倒 るれば 後者は 之を 踏んで 進む。 が も黃河 決潰して、 濁流 天を 滔 すが 如 
く、 一陽 來復 して 草木 悉く 煎す が 如き 勢で ある。 譬て 夢想し なかつ た 斷狀鱗 
が 展開さ^ て來 た。 一時の 變態 か、 發疆の 第一歩 か、 神秘 帳 中、 滥じ 人の 織 
ふを 許さない。 


英剛 のぶ 洋制觀 は师か 戦爭じ 始まる。 この 戰 ほどか 今 無名の 师 はない。 が 
ち 英闕廊 人が が々 藏 々印度ょり 阿 かを 輸入す るが 故に、 满 满は败 煙り 火 載 こ 
鑑ろ闕 巧め 脚片の 栽培と 各國の 輸入を 嚴禁 しちが るに 英 人は 觸 法を 無视 
して 盛 じ 輸入ず るから 林 則 徐は么 を磯棄 てち 之が 不當 だと 詰つ て 施 擊を始 
め、 遂に 城下の 離を 結ばせ、 喬雞を 取り、 上海な 下の： 立 灘を關 かせ、 二 千 巧 
萬 弗の 償 命： を 化させた ので ぁる。 之が 爲に淸 朝は 大が擊 を 受け 頓じ 製へ た。 
之に 乘 じて 長髮の 就が 趣つ た。 をの 舰の 最中に、 英佛 連合軍は 廣來を 陷れ、 
盤ぷを 略し、 灭 下の 名 園圓明 園を 燒 き、 天津 條 約を 結んだ。 而 して 英 國はゴ 
V ドンを して 淸 朝を 援 けて 長 髮の亂 を 平げ させち 當時 唐の 大宗の 如き 英ま 
(突 厥の 巧を 借りて 天下を 取り、 をの 後 突 厥を 臣服 させた 英雄) が 在つ たな 


らば 淸朝も 中興した かも 知れない が、 何分 じ も 疲弊 其の 極 じ 達し、. 若臣典 じ 
氣慨 無く、 權變じ 遮せ ず、 ロハ 管 一日のを を偷 むで 履 霜穗禍 、遂に 滅亡した の 
であるが、 敗因は をく 脚 か戰爭 じあつ た。 

英國は 戰爭で 支那を 叩きが けた 後、 金力を なで 命 織に し、 どぅしても 其の 
云 ふ 事を 聽 かねぶ ならぬ 樣 にした。 静く 云へ ば英國 の^と 猶太の 金力と が 
支那の 運命を をめ たので ある。® 洋 人の 著書 じは、 支那の 財政破綻は H 满戰 
爭の赂 償に 基く と大聲 して 居る。 事 實を顚 倒して 我 國を諫 ゆる も亦甚 しい。 
阿が 戰爭 の爲 に、 國威 失墜、 國± 割讓 、國 庫渴盡 、國勢 衰薇等 崩鑛を 促ず 一 
切の 災禍が 生じた ので ある。 されば こを 國民黨 の 始祖 孫 文は、 死に 至る 造英 
酒を 罵つ て 止まな かつた ので ある。 . — 

英國の 霸權は 印度 攻略と 支那 經營 とに 基 磯を 置く。 円 淸戰爭 の 初、 支那 
を暖 助した のは 之が 爲 である。 懿巧骗 の 東方 經 略は 漸く 纏み、 印度な しとの 


(の） 


聲 盛んと なつた 時、 日英 同盟が 結ばれた。 奥國 ょりを へば 懿巧 地を 禦 ぎ、 印 
度を 守る 爲に 日本を 利用した 迄で、 支那を 罔 本に 乘換 へた 靜 でない。 否、 支 
那經營 は 年 一年と 進み、 絕對的 優勢を 占む るに 至つ た。 この 時に なんでは 嘗 
て 英國と 赖を爭 つた 備國の 如きは 最早を の 敵で ない。 米國の 如き も 自然 じ 支 
那 から 手を 引いた。 をの 後 米國は 急に 思 付た 如く 門戶 解放、 磯會 均等を 鳩へ 
て 割込 運動を 始めた が、 英國の 地位は 少しも 攤 がな かつた。 

然るに 近年 英の 朝野を 驚かし、 長夜の 一夢を 破らせた のは 我が 日 木の 熱 興 
である。 我が 貿易の 進化で ある。 長江の 流域は 日々 形勢を 改めた。 就中 世界 
大戰 後の 我が 躍進 振は 歇米 人の 也膽を 寒から しめた。 敵じ歐 米の 對曰 策は 頓 
に 辛 嫌陰險 とな b、 j 意專也 我が 發展を 抑へ、 國 力を 低める 事 じ 集中され た。 

華府會 議な來 、，我が 國人 をして 擧 つて 切齒扼 腕、 憤慨 措く 能は ざら しむる も 

.、 

のは 皆を の 策動の 現 はれで ある。 


嘯 f 讀漓彎 菊^^ 哺口萄 ‘屬 攝蜀 ，ぶ 藻な 


英國は 訴然對 吏&日 策を 炎め た。 をづ襄 一 に圓 巧り 擊察 泪站 こお 讓 


いり 


のは 皆を の 策動の 現 はれで ある。 




が？；^^^^ も 箸夕- 弓诗苗 乂ぷぶ 


英國は 斷然對 ま對日 策を 改めた。 先づ 第一に 國 巧の 摩擦 相®/ にを 藏を拂 
ひ、 猶太 人と め 融和に 也を 碎く樣 になつ た。 支鄰に 於て は 政治と 經濟 との 不 
巧 分なる を. 本義と して、 をの 偕 調 じ 努め 化した。 この 時 じ 方り、 ず ツス！ ン 
は 悠然として 舞 曇に 現 はれち 彼の 綱 眼は 能く 時勢を 察し、 彼の 織 略は 支那 
を 籠 蓋す るに 餘り あつた。 經濟 建設の 産れ たのは 彼の 力 輿つ て 多き じ 居る。 
英國は 之を 眞劍に 支持し つ \ 本腰に なつて 支那 じ乘 りおした。 撕 くして 大 
使ヒューゲッセンが趙巧した。 大被は猶太人にして、 サッスーンと同氣相求 
，めて 同 聲相應 じ、 巧は 國 人の 團 結を 固め、 外は 國民 政府 じ 威壓を 加へ、 盛に 
權 益を 獲得した。 英國國 威の 盛な りし こと 當 時の 如きは なく、 叢し 絕巧 期で 
あつたら う。 


! 二、 微 


日 


本 
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英の對 日 政策は 明治な 來 幾多の 變遷を 見、 我等を して 其の 豹 變の甚 しきじ 
愕 かせる お、 英國ょ b 觀れば 終始一貫 少しも 變 つて 居らない。 卯ち 萬 事英國 
第一 主義で、 何も彼も、 英國 本位で 巧算 し、 英國の 利と ずる 所を おり、 蠻と 
する 所を 擒 てる 迄で ある。 么が爲 に 昨日の 敵が 今日の 味方と なつても、 今 目 
の 同盟を 明日 巧 鞭を ぅと も 構は ない。 又 其の 敕治家 外を 家は、 ロハ ー言、 英國の 
爲に 忠實じ 謀つ たと さ こぶへ ば 夫で をい の セ ある。 何を しても この 一言で か 
がが き、 責 巧を 問 はれないで 濟 むみ— 是が傅 統的方 鈍で 强國 民め 外 突 常識で あ 
る。 英露の抗爭が傲しければ進んで日英同盟を結んでも、 亦夫で米國の^ 
が惡く なれば 之を 解消し でも 平氣 である。 世界 戰爭 ではな 方 我が 藏を迦 へた 
が繼 和の 後は 直に 山 衆 返還を 强 ひ、 華府 會議偷 敦會議 では 繼續 的藏 思を なて 
我が 海軍 力 制 眼 じ 努め、 シムラ 協定な 來の 協定は 一として 我が 實易 抑制を な 
てざる はない。 をの 間 常に 支那の 抗日 運動を 支持し、 緋日を 煽 醜して 居 クた〇 
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英の對 日 政策は 不戰 勝利と 無 流血 勝利を 本旨と ずる。 即ち 我が 海軍 力を 制 
艇 して 彼ょり 劣勢と し、 戰へぱ 必ず 敗け、 到應勝 貧を 爭ふ餘 地の ない 機に 金 
む。 また 我が 實易 をの 她國本 培養と なるべき ものを 制限して、 が 力 上 到應戰 
圓化 來ぬ樣 にす る。 結局 否應 なし じ 屈服せ しむる じを る。 「日本ょ、 あ 償く 
なるな、 倦くなら ぅと すれば 虐める ぞ」 の 態度で ある。 今 画の 支祕事 變で么 
が 一層 明 じな つち 事疆じ 至つ. ては 我 も亦覺 悟を 決めねば なるまい。 ■ 

築溫帶 制， 改 ，•革 

支那 疆瞥 制の 就 脈なる は、 世 一^しと 離 も、 をく 他 じ 類が 無い。 先 づ魄資 
には 大禅 あり、 ル 難 あり、 鋼鑛 ありで 複雜 なる 許りでなく、 をの 閒じ厄 かな 
好 歩が ある。 紙縣を 大別して 中央 的と 地方 的と じ 分ち、 中央 的とは 便宜上 中 
國銀 巧、 中央 銀 巧を 通 銀 巧 等 中央政府と 特別 關係 をる 瓣巧 券を 指す こと、 
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する。 中央 的の 銀 巧 券と 雖 も、 を 極媪く 流通す る 輝で なく、 歷 城を 贩 つて 織 
用され るので ある。 祝ん や 地方銀行 券の 如ぎ は、 1 限 地 的 流通で ある。 を 
の 不便 言語 じ絕 する が、 政府に 實 力が 無い 爲 、义 しく 改革され なかつ た。 ま 
た事靖 通は 一般に、 銀貨 好きの 支那 人から 銀貨を 奪 ふのは 人 償を 知らぬ 空想 
だとを つて、 話題 じ も 載せな かた。 

今 固の 骼制 改革は、 鞭 貨を廢 めて、 一切 紙骼 とし、 之を を國 一般に 通用 さ 
せる にある。 國民 政府は 英國 のま 暧の下 じ、 この 改革を 齡 巧した が、 をの 立 
役者はサツスーンである。 左に少しく經繪を述ぶれば、 

昭和 十 年 五 巧 E • D サツ ス ー ンは偷 敦會議 じ 列席す ると 稱 して 米國に 漉ち 
ヴァ ン ク ー バ に劑つ た時病に罹つ た。 仍で旅穗を變更し米0の猶^闕と協 
議 し、' 更に リ！ ス •ロス (猶太 人) を英國 ょり 呼靖 せ、 一切 觀 端の 巧な を 遂げて 
後歸 つて 骼制 改革を 發 表しち 勿 諭を のな 前に 英國 側と 十分の 協犠を 謙し 大 
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方針を 決した のじ 相違ない。 元來 この 改革は 英國じ 依を ずると を ふよりも、 英 
國の 統制 下 じ 支那の 骼 制を 置いた とを ふ 方が よろしい。 故に 焚國は 非常な 藏 
氣遂みで之を援肋し、 特に盤督宫としてリース ® ロスを派遺させた。 彼は英 
國 政府の が 政 顧 間を 兼ねて 居る。 事密 なら ざれば 成らず との 講 の 如く、 猶太 
人が 斯る 大事を 秘密 狸に 成就 させた のには、 をくな て感 也の 外は ない。 

支那は 之が 爲に俄 じ中國 農民 銀 巧を 創立して、 發券 銀が とし、 英國 は感に 
之を クンず ツト 銀な と 指を して 援助の 意思を 明に した。 中國 農民 銀 巧は 蠻を 
一億 萬圓 とし、 半官半民の 組織で、 政府は 其の 半額に 斷し 特定の 權 利を 化資 
し、 殘 b は 民間 側よ b 寮を を 化すので あるが、 民間 化資 はま 那人 のま 化で な 
く、 大部分 サツ ス！ ンの 化資 だとを はれて ゐ る。 隨 てこの 銀 巧は 國民 敕府と 
サツ ス ー ンの 化資 だと 云 はれて ゐ る。 故 じこの 銀 巧は 國民 政府と サツ ス！ ン 
財闕 のを 資銀 巧で あり、 國 民政 腑と 猶太 人の な 作 社で あると 斷 言して 蓮 支な 
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い。 しかも この 銀 巧が 化來 ると 同時に 國民 政府は これに 紙 鱗 發^^ を 典へ た 
のみならず、 縣來 支那の 法貨を 發巧 する 隣は、 今日まで 中國 •を 通の 二瓣巧 
に與 へた 特權を やめて、 發券銀 巧を 中央 銀 巧と 中國 農民 銀 巧 S 肴に 指 宛す 
る 皆を を 布し ちがち 壇 一一 年後に 於て は、 こ S 靈巧 のみが 支那の 巧 
權を 持つ ことにな つて ゐ る。 何故 中國 農民 銀 巧が 撕る 特權を 有つ かと 云へ 
ば、 来 一家の 金庫で あるから である。 一 兀が骼 制 改革を 巧ふ爲 、測 蘭 •湖 化 • 
を徽 •江 西 四 省の 農民 銀行を 昭和 十： 一年 四 巧 一目 じ、 戀遽改 細した もので、 
来 子 文が 總經理 である。 表面は 農が 振興 資金を 供給す る 爲と稱 する から、 當 
然實業 部 或は 財政 部の 監臀 を受 くべき だが、 實 隙は 軍事 委員 會の 監督 下 じあ 
る。 をの 軍事 委貴會 の 委員長 蔣 かお、 並に が 務 部の 部搔化 祥熙 は、 典に 來ず 
文の 義兄で ある。 この 一事で もが 何に 國民 敕府の 要人 就中 宋一 巧と 深い^^ 
がを るか，、 判る。 この 銀 巧の 一昨年の 事業 報吿を 見る に、 政府の 機 願で わる 
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と 云 ふこと をを 然善 いてを り、 また 政府と な 作して 凡ゆる 事を やつて 居る こ 
とを 發 表して ゐる 。所謂 政府とは 蔣政權 若く は あ 一家と 解すべき もので、 こ 
の 銀 巧は 國民 政府の 情實 め府 である。 是を 鱗と して、 猶太と 支娜 と英國 とが 
接近し、 兰 者の 合作が 成立つ た。 經を中 也に 幣制 改革な はた 經濟難 設衍は 
れ るので、 天下の 繁榮を 魅 じ 集め、 宋 一家は 此 處を浙 江財闕 の娘據 として 四 
海に 雄飛して ゐ るので ある。 

骼 制 改革は 靑 天の 露 露で ぁつた。. 疾風迅雷 耳を 蔽 ふの 暇 も 無つ た。 國够改 
革 法は" 銀の 通用を 廢 し、 銀の 保有者 一切の 銀を 法を 通貨た る 中 典* あ 通、 
中國の 銀が 券に 引換へ を强 制した。 民衆は 現 傾み 割の 率で 悉くを の 銀を 取 上 
げられ、 紙瞥を 渡された。 政府は 一切の 銀を 外國じ 送つ て鑛 保と した。 1 國巧 
を 一掃して 銀を 輸 化した のは、 外國 依存の 極端なる もの、 外資 盡 くれば 總骼 
は 忽ち 反. 古と なる を 厭は ない の. でを る。 大膽 か、、 無謀 か". 蓋し 國を潑 する 人 
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の考へ 得ざる 所で ある。 政府 要人な 外國 人は 法— の 體布じ 先ち、 多量の 銀を 輸 
おしてち 利を 博し、 且つ 爲蠻貫 買、 證券 寶 買で 暴利を 占めた。 英國 大使 俯は 
大使館 令で 早速 英國系 銀 巧 じ國帶 改革 法を 遵守す べきを 命じ、 葵國 政府は サ 
ッス ー ン 、リ ー ス •ロス、 八 ホン ド 等に 恩賞を 典へ て 僻 制 改革の 巧を 織した。 
英國 は帶制 改革を 餘 所の 化 事と 視な いので ある。 

是 と徵臟 的な のは 我國 で、 一瞬 ロハ 茫然た る 許りで あつた。 併し 鱗く の も鐵で 
嘗て リ； ス •ロス じょり 一應の 相談を 受けた ので あつた。 この 相談は 成は 一 
がの 儀 禮に媪 ぎないで、 彼は 我が 不參を 見越して 居つ たか も 知れない。 或は 
妨害を 豫巧 する 手段で あつたか も 知れない。 當 時我國 では 之を なて 實巧 不能 
の ものと 考 へたら しく、 眞 面目に 取を はな かつた。 實巧後 も觉角 不成功と 信 
じ、 をの 報吿の 如きは 失敗の 如く 記す ものが 多 かつた。 

小生は 經濟に 棘く、 之に 就て は 殆んど 何等の 知識 もない が、 當時 異常の 衝 
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動を 受け、 憂慮の 餘 左の 如く 備忘 鐵じ 記した のでを つた。 

昭和十が十 一 巧四日の新聞は、 一 齊じ支那はリ！ ス • ロ スと契約して英 
國 ょら 借款を なし、 之を なて 銀を 國有 じし、 瞥制 改革を なすこと を 報じ 
■てを 世界を 衝動 させた。 翌日 英國 大使は 外務省に 來り 輿の は備 なる 
ことを 申 述べ、 かつ 有 宙大傑 も ホ 1 說を をを した。 然る じ裝子 文は 與 
の 借款 また クレジットの 事實 なる を宣 傅した。 

借款の 眞僞は 別と して、 リ！ ス •ロスは 長く 支那に をつ て 化 祥熙、 裝子义 
等と 來 巧し、 善く 其の 消息 じ 通じて 居る。 而し てま 那は帶 制 改革 鑛鹽有 
を發 表し、 銀の 中央 集中と 外 國輸化 禁止を 命令した。 この 隙英國 銀が 並 
猶太 銀 巧は 豫め 莫大の 銀を 輸出して 數巧萬 元を 利得した とを へば、 纖太 
人の 榮勸 たる こと 明々 白々 である。' この 銀國 策と 借款とは 我题じ 蓝大の 
影響を な ぼし 我を 惱 ます 穗 とならぅ。 化 まの 宋哲 元の 銀搬化 禁止な 荫变 
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の廣柬 派、 西南 派の 銀搬お 禁止で、 國民 政府と 地方 政 f 立の 形と なつ 
て、 國巧 的じ騷 ぎが 起つ た。 ホれ ょりも 尙我 國鄭ま 政策に 一層 重大の 關 
條が ある。 何 か 事が 起らねば 宜しい が、' 或は 後世 史家が 特筆 大證 する 犧 
な ことになる かも 知れぬ。 爲が卡 年 十一 巧 十 ミ a ) 

が 謂 虫の知らせとは 此の 事 か。 不幸に して 事變發 生し ち當 時を 追想 ずれ 
ば 感慨無量 である。 

此の際 大方の 諸賢の 注意を 喚びたい 事が ある。 夫は 法骼は 一切 支那で 印刷 
されないで、 米國で 印刷され る。 即ち 麟制 じは 英國の 外、 米 國も關 輿す るが 
勿論 猶太 人關 係で をら ぅ。 印刷され た 紙幣は 先づ 第ー サツ ス I ン •バン キン 
ダ。 コ ー ポン ィシ 3 ンの 倉庫に 輸送され るので ある。 文明の 娜立國 で繊幣 をを 
然外國 じ 印刷させる が 如きは 殆んど 他 じ 類例を 見ない。 我々 が 最も 懸念 じ游 
えない のは、 斯 くして 發巧 額と 流纔 額と が、 果して I 致す る や 否やで ある。 
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幣制 改革は 支那の 經濟狀 態を 一變 させた。 銀貨 影を 收め 、宪 をなる f 國 
となつ た。 ホれ ょりも 猶 重大なる は 政治的 •社會 的 影響で ぁる。 法 鱗の 流 適 
は國民 政府の 權 力の 象徵 となつ て、 をの 流通と 共に 政府の 信 蟹が 地方に 
した。 また 敕府は 之 じょつ て賛 金を 得、 盛に 地方 政權を 或は 或は 威瞒 
して、 をの 瓣令 じ從 はせ、 統一の 磯 運 勃然として 興つ た。 

當初 改革の 不成功を 鳴へ た 人 も 切に 其の 成 巧を 說く樣 になつ た。 化て 昭和 
十二 年の 夏、 小生は 「來 洋」 紙上に 書いた 事が ぁる。 

r 騰制 改革は 成功 だと 聞かされ るが、 也 錦に 之を 疑 ふて 居る。 をく 外國が 
をの 國幣の 如き 無事 泰平の 時は いざ 知らず、 戰時 又は 恐 谎の騰 、果して 破綻 
を 化ず る 事 なきや 否や、 故に 髓は 世人が 容易に 幣制 改革の 成 巧を 譜 るを 遠廠 
され、 をの 成否を 數 年後の 事 實に徽 して 判斷 される ことを 希 蟹す る。」 と。 

今や 曠 ホの 事變發 生し、' 支那. 0 連戰 連敗 にも拘らず、 法帶は 今猶相 當の價 
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格を 保つ て 居る。 畢竟 英國 並に 猶太 人が 必死と なつで 么を 支持す るが 爲 めで 
ぁる。 彼等は 法骼は 我等の べビ！ (巧 ども) と 公言して 怪しまない。 黃じ么 を 
强 化する が爲 に、 最近 輿 米兩國 をして 大偕 歎を 契約し 大 クレジットを 殻 立る 
せた。 現 f 題と して、 殘骼を 狹んで 我國は 猶太と 戰 ひつ、 をる。 法 幣の市 
價の窩 低は、 我と 彼との 勝敗を 意味す る ことと なつた。 否、 法帶 のを 廢は來 
盛 新 秩序の が 否を 卜 する も 0 となつ た。 

築か 經濟 建設の 查魏 

國民 政府は 昨年の 一二 ま會じ 於て 經濟建 殻を なて 政府の 方齡 とし、 これを 
中外 じ發 表した。 をの 巧容は 各項 目 じ 直つ て 居る が、 要する じ 外 寶を借 入れ 
て 五箇 年間に 大 々的の 經濟 建設を する ので ぁる。 嘗ては 外 國の經 營じ勸 して 
口八缓 ましく 政治 侵晦 とか 經 濟侵赂 とか 臟 か： て、 外國 人の 經營を 非難した 剧 
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民 驚 並 じ國民 政府が、 今回 外國の 資本を なて 建設し よぅとい ふは 鑛化 も亦甚 
し V 、 君子 豹變の 言葉が： ツ タリと 當 はまる。 

經濟 建設とは 何ぞ や。 をの 大體 を擧げ れぱ第 j じ 公路 (道路) の 修築* 樂 
二は 鐵路 (鐵 道) の 建設、 第一 一一は 航空の 谭設 、第 四は 氷 利の 磯設 、第 おは 臘 
業 建設、 第 六は H 業 建設、 第 セは 海爾 島の 闢發 等で ある。 海诲 島の 闢潑 を騰 
くの 外は 支那 流に 言へ ば經 濟開發 基本 因 素、 日本風 じ 言へ ば 經濟關 發の輿 素 

である。 


い、 な路 (道路) 建設 

國民 政府を 國經濟 委員 會を 路督建 部を 組織して、 公路 建設 じ 着手した。 を 
の 次第は 先づ江 蘇* 漸江 晏徽の 一二 省から 道赂を 建設し 始めて、 な 巧 •湖を 河 
南め 四 省 じな ぼして、 更に 陕 西が 肅主臟 建 毒 海の 方 じ もな ぼす 計證 である。 
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道路の必要なるは今更言ふ迄もない。 お化道路の^的使命の强調さる 
に從 ひ、 歐米 諸國の 多大の 聲 用を 携 じ、 殆んど 狂的と 思は る S 磯、 遊 路建殻 
に 熱中して 居る。 ち那の 如く、 道路の 不 {光を なる 處 、殊に 中支 •饌國 地方は 
河を なて 道に 化 巧 させて 居る かで、 經濟 •巧彌 の 支障 少 くないの みならず、 
一朝 有事の 麟 、緩急 相 救 ふ 能は ざる 狀態 にある。 故 じ 燕 政權が 道路建設 じ 熱 
狂ず るのは 決して 無理で ない。 

政府の 理想は、 道路 十 萬哩樂 造に もる。 をの 蔭には を國 統一が を まれて 居 
る。 また 道路建設 結果は 息に 政府の 勢力の 具體 化と なつち 隨て 道路は 政府 
の 威力の 象徵 で、 道路が を 省に が 直つ たかが 直らない かじょ つて、 支那 各省 
が 中央 化した か 否かが 判斷 される。 換言 ずれば 道路 圏は 即ち 國民 政府の 勢力 
圈 どちつても 差 支ない？ 

..國 民政が の 道路 熱は、 實に 驚くべき 賴で 、一昨年 小生が 支那に 遊んだ 時、 


潜が 麵# 鮮唯識 典が 满 韻み 苗な 菊邊屬 # 嘴嘴ヶ を./ iv .> ソ砰‘ ..".か，：.'.. ".ん‘‘‘ を 


政府の 別働隊た るを 國經濟 建設 會 は、 京 漢を路 遊覚會 をして 雲 南她方 じ盧曝 
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政府の 別働隊た るを 國經濟 建穀會 は、 を 漢を路 遊驚會 をして 雲 南 地 巧 じ實傅 
を させた。 この 遊 驚團は 兰雖じ 分れ、 を 班は 二十 人乘の 自動 軍 六® を 列ね て 
を路を 走り、 地方 官民 じ 向つ て 道 赂や鐵 道の 建設の 必 娶を說 くと 同時 じ、 地 
方 開 發狀況 の 調査を 促した。 この 大裝 裳な 組織の 遊 覚圃を 派遣した ことは、 
を路 が經濟 建設の 先驅 でぁり、 之を なて 地方を 中央 化する 一方 便と する こと 
は 想像に 雛くない。 この 遊覺團 は、 到る 處で 地方 官民の 大歡迦 を 受け、 满說 
や 宴會で 民衆を 煽り、 盛に 建設 氣 かを 宣 傅して 中央 化の 空氣を 地方 じ灑 はし 
たので ぁる。 なほこの 道路建設には 後 じ 述べる 中國 難！^ 銀を 司なる ものが 必 
ず かを して 居る。 

道路の 建設には 地方 闢 發が饼 巧して 居 ミ 地方 開潑 とは 運輸 業の 觸始 、氷 
利潑電 及び 鑛山 經營 、山 跡 木が 搬出 等、 即ち 日本で 謂 ふ 地方 改お 事業が か 帶 
して 巧 はれる。 例へ ば 道路の 上 じ バス、 トラックを 運轉 して 旅客 义は 物資を 
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運搬して 直にを の 道路を 剌用 ずるので ある、 故 じ 道路 築造は 單な るを 路樂遊 
に 非ず して、 積極的 經營が 伴 ひ、 必ず 諸 穗の會 社が 之 にがつて 設立され る。 
をの 功利的な ことは 見逃ず ベから ざる 特徽 である。 然ゎ而 してを の バスな b 
トラック なりの 經營 者は 離で あるか、 をの 赏 本が どこから おて 居る か。 么は 
道路と 同が じ考 へなければ ならぬ 緊要の 間 題で ある。 魅に 外人 殊に 猶太 人の 
金 業が 介入して 來 る。 外資と 外斷 勢力とは. 經濟 建設に 引 添 ふて、 を 支 じ 薇み 
这んで ゆく。 

ろ鐵道 建設 


最近 我々 の 視聽を 刺戟す る ものは、 英國 が國段 政府を 援助す る爲* ビ V ザ 
ょり 武器を 輸送す る ことで、 經 ニケ 巧 許りに 旣じ六 萬觸の 軍需品が 綱 匈の パ 
1 モ (八 莫) ラシオょ b 雲 南に 輸送され たと 傳 へられる。 この 道路は 國 民政 
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府が 一昨年 中 南支 攒 斷鐵路 として 計盞 せる 鞭々 中 四 巧馀 里の 大鐵 道の 一部で 
ある。 若し 此の 鐵道 にして 完成して ゐ たなら ぱ 、今 目の 輸送 能力は 果して 幾 
何で あるが。 之を 思へ ぱ贊 に蝶然 たる ものが ある。 當時 小生は 攀 じを にこの 
鐵 道の 重大化を 說 いたか、 不幸 じして 顧みられな かつた。 巧 事逍ふ 可らざる 
も、 新* を 如何にせ む。 化て 昭和 十二 年の 「東 泮」 化 巧號じ 載が た隧を 魅に 
再錄 する。 

最近 一 1 年間に 於け る鐵 道の 建設は 實 に目醒 ましい。 先 づ株州 •韶州 閒め建 
設を 了して 昨年 五月 寧漢鐵 道が を 通した。 次いで 離 海 線の 西 段は 爐關 から 興 
平まで 延長し、 成 都 •重慶 間の 成踰 線は 昨年 舊 線を 調 奪して 建設 じ 着手し、 
蘇 州から 嘉 興に 至る 線は 昭和 十 年 じ 起工して 昨年 四月 完成した 。鱗 辞 T じは 
大鐵 橋が 架設され た。 をの 他、 おく 廣梅鐵 道が 英國黃 本に 依つ て 計 畫着乎 さ 
れる やぅで あり、 また 南京 •上海 間の 京 纏 線が 千 二 巧 萬 元を なて 英鹽資 ホに 


いり 



依つ てを 部 改修に 着手され る。 

.しかし 何と 言 つても 鐵道 建殼の 根幹を なす もので 見つ 將 がじ大 影響を 典へ 
る ものは 中 南支 横斷鐵 道で ある。 即ち 上海ょり 西して 江 蘇 •浙 江* 江 西* 溯 南 • 

貴 州 •雲 雨の 各省を 經て ビグ マの 八 葵に 至る 線で ある。 これと 連絡す る もの 
に、 四川の 成 都から 重慶に 至る 線 (成輸 線)、 及び 重慶 から 貴 州の 貴 麟じ冀 る 
線 (川齡 線). を 初めと しで 多くの 線が ある。 この 中 南ま鐵 道の 繊延畏 はぶ モっ 
六な ネロ (日本 里 千 四一肯 里) で、 これを 十二 年間に 完成す る豫 をで わる。 脯 C 
して 資本を 二 億と 千 萬 元、 巧、 二 億を 外資に 仰ぎ、 僮 じ お 千 萬 元を 支那から 
化す ことにな つて 居る。 しかも 支郎 から ffi すと 千 萬 元は 现 物が 資 か、 燃ら ざ 
れば勞 力 化資で 現金では ない。 而 して 外資 二 億 元の 巧靜 は. 

1 、 玉 山 •南 島 聞な 雲 南 •ビ^マ 間の 五 千 萬 弗 (英國 巧 猶太の サツ ス ー ン 
が國が 引受) ， 



が團が 引受) 



2 、 湖南 •株 州 •貴 陽 間 四千 萬 卵 (獅遞 系 繼乂の オツ^ 。ウ ホ^ブ 引 巧) 

3、 四川* 咸都 •貴 陽 間 四千 萬 弗 (ブ ランス 系 猶太 人 引受) 


4、 が 料寶茲 、お 千 萬 ド 戸 (サッ ス， _ ンが團 引受、 英國の 斷支倩 用 輸出 局 
保 謡) 

支那は 之が 爲に 建設 公 倩を 發巧 して 一切の 經理 をなず 化 組で 鑛じ I 千： 血 酉 

萬 ド^を 發 巧し、 次に 順次 發巧 する 次第にて、 をの 金は 一切 サッ ス！ ンが則 

受ける 箸で ある。 要する じ賓 金を 外國の 資本家に 仰ぎ、 が 料を まとして 英國 

ょり 供給す る 化 組の 下に、 化の 大鐵 道は 建設 さる、！！ で、 旣に第 I 脚の 殺資 

五ち 萬 ポンドを 借 入れた ので ある。 倦て 英獨佛 の 資本と を ふ も、 サッ ス！ ン 

も ドレ！ ブユ J ズも ホット！® ゥホ 八フも 孰れ も 皆 猶太 人、 を 部 猶太 資本で も 

る。 

尙英關 の 資本は、. 英國 ょり 现 愈を 輸送す るので なく、 巧 飲 禪事會 の 金を 流 




用ず るので ある。 庚 飲 理事 會の 金とは、 團匪赔 償金で、 英國も It 晒赃 も、 常 
にこのを をな て 甘く 支那を 操縱 し、 異常の 効果を 收 めて ゐ る。 化の K じ 就て 
は 我が 國は 彼等の 足下に も 寄付け ない。 

英國 の鐵道 建設が 料の 寶强 に勸 ずる 態度は、 極めて 眞劍 である。 即ち 廊務 
省た 對ま僖 用保證 局を 新設し、 が 料寶遂 の斷支 輸お會 社の 組な に徵 し、 畏期 
の 保 證を與 へて、 寮 金の 融通を 圓辦 にし、 或は 化 嘗支拂 を もずえ 典の 長期 
か 保 證と云 ひ、 其の 立 替ち拂 とを ひ、 到底 我が 輸化 補償 制度の 比では ない。 
化 等の 會社 組な は 政府の 厚き 保護の 下に、 國段敕 府を棚 手に 取 則を する が 故 
じ、 回收 不能の 懸念 もな く、 外 國競爭 の 憂 もな く、 巧ん じて 長期の が 引を ず 
る。 換言すれば 鐵道 工事の 繼續 する 限り、 彼等の 取引は 繼續 する 靜で 、をく 
長期の 禀强權 とを をの 巿場 とを 同時に 獲た® である。 化 等の 賣强會 社 組を は 
を ふ 迄 も 無く 猶太 人の 一味 徒 裁で ある。 據 にも 猶太 特 をの 排他 獨ぉ 性が 判然 
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— 轉殊會 社に 對し 
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( 46 ) 



對ま 輸お寶 掛金 ま 拂お統 

英 勵术國 じがて 輸 化を がま 哪 をを ける 場合 ( 輸出 後ー ヶ月を 經 て〕 

■變 政府に 對し 薩寶桃 金を 巧娜繫 ずる 曝を 
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ら せる。 而 して 愈を 貸付け、 支挪 はせ る 場な には、 中國を 國經濟 を 封會 •中 
勵難設 委員 會 委貫會 を 通して 巧 ひ、. をの 機 画は 前記の 銀 巧废び 中贼錐 
設銀 公司で ある。. 支那 側では、 中國 建設 銀を 巧 •中關 農民 銀 巧が 鐵逆 雜設め 
立 役者で あるが、 其の 實 サツ ス； ン財觀 が、 英 支じ擲 して 其の 驚 雛を 纖 つて 
居る。 

英 國賣强 商が 國民 政府に 對し 盧接寶 掛金を ま拂 請求ず る 場な には、 支那 じ 
ある 支店を 通じて 香港 上海 銀 巧 •，英 蘭 銀 巧を 經て國 民 敕府猎 くは をの 纖圓じ 
向 つ て要求す る 。 さ ，^^ず る と國民政府は、 支拂命令を 中 ツ ス ー ン ® バ ン キ ン 
ダ •ご！ ポレ ィシ 司ンじ 出す ので ある。 

化 等め 組織を 一驚 すれば 判る 如く、 一々 中央 政が が 地 巧 宵 驚を 金 縛 じ 縛っ 
て 居つ て、 て 事の 施 巧 も、 を 鑛 の化納 も、 一切 中 典の 命令に 依つ て 地方 宵が 
やる から、 この 建設が 進めば 進む ほど、 中央の 威令が 地方に なぶ 譯 である。 


(が） 



鐵 道の 延長 ほ 即ち 國民 政府の 勢力 總 張を 意味ず ぶと、 同時 じ 又 猶太 勢力の 
伸長で ある。 鐵道 と共に 猶太を か 山 满を彩 b 、 次第々々 に 其の 印象が 刻み 遂 
まれる。 

元來 この 鐵道計 謹は 今 始まつ たもの ホない。 旣じ孫 义も么 を力說 した。 袁 
世 挑は 孫 文ょり 此の 計畫を 聞く や、 口を 極めて 稱 讚し、 退て 後、 其の 空 雜を嘲 
けつた ので、 爾來 、孫は 一生を 想 先生と 霉稱 される に 至つ た因緣 付の もので 
ある。 誰でも 思 ひかくが、 どぅしても 化來 ない のは 金が無い 爲で をる。 また 
斯る 大規模の 事業は 攀 固なる 中央政府が あつて 初めて おはれる のは 勿論 だ 
が、 閒 時に 又 識見 磯 略 ある 當局 者を 必要と する。 故に 化の 計晝は 多年 窩關に 
來 ねられで 义 しく サツ ス！ ンのお 現を 轉 つて 居つ たので ある。 

國段 政府のを 穗の 建設、 就中 この 鐵 道は 殆んど 例外な しじ 中闡 銀を 司の 靖 
貴で ある.。 之は 萊子 文の 弟 来 子畏を 繊經理 とする 會 社で、 寮 本を サツ ス！ ン 
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が鹽 ょり 仰ぐ 猶 支な 作 社で ある。 昭和 十一 年 じ 設立され てな 來 。纔桃 阳鐵逍 
の軍禍 用が、 鑛赌 江の 大鐵孺 が 料、 離 海 線軍輔 用が 等を 請寶 ひ、 或 人の 調證 
じょれば 十二 年 六 巧の 計算では、 收乂巧 四十 ご 篱八千 荒 巧 餘ドグ 、支 化が 償 
じ 二十 萬 八 千 餘ドグ 、差 引、.， 一 昨年 ぉ來 たばかりの 銀 巧が 昨年に 旅て 巧 二十 
萬 ド A も 儲けた 微 をに なつて 居る。 我々 は 更に 調 盤して 正® を 期したい が實 
に 驚くべき 次第で ある。 

併しながら 工事 請 貧の 如きは 猶事 ルで かる.。 若し 運輸を 通に つき 一々 •僻 先 
權を振廻さる>^事あらば如倾。 而して此の事たる決して祀藏でない。 何とな 
れ ば、 此の 鐵 道は 經濟的 意義の 外 多分に 政治的 •§ 的 性質を 帶ぷ るからで 
ある。 例へ ば 主要 驛 たるが 州は、 其の 地下 璧 だけで もエ聲 一千 おな 萬 卵を 支 
化して、 を 種の 施設に 遺漏な きを 期して 居る。 をの 殻 計 者は 有名なる 技师夕 
1 ナ！ (猶太 人) で、 之が 爲に也 血を 臟 いだと をはれ て 居る。 



な 上は まとして 英國の 資本 關 係の 說 明で、 途中 少 々岐路 じ纖乂 つた 事は 激 
縮で ある。 次に 慟單に フランス 關 係の 赞 木を 述 ぶれば、 成 鄰* 煎慶閒 は川齡 
線の 第一 挪 線であって、 本年 (十二 年) 五月 十 お 日 パリ ー に 於て、 支那の 纖遊 
部 並 中 國建殼 銀 公司と 中 法 H 商 銀 巧と 印度支那 銀 巧との 閒 じ、 二 千 四な 化 十 
萬 ドグの 借款が 成立し ち 中 法 エ廊銀 巧と 印度支那 銀 巧は 典 じ ブラン ス系猶 
太 人の 銀行で ある。 この フランス 系 猶太 人の 贊 本は ナジ ャ ー グ 大使の 嘗じ依 
れ ば、 從來二 千 萬 元で あつた けれども、 物 傾が 騰貴した から 四な 萬 巧を 殖や 
して、 二 千 四 巧 萬 元 じした とい ふこと である。 

鹿 明。 貴 陽 間の 四な 萬 磅も亦 ま 那織道 部と 中 法 H 商 銀 巧* 印度支那 銀 巧と 
の 間に 契約 進 巧 中 だとを ふ。 

嘶樣 じ、 銀 巧 ば 英國の 資本 又は フランスの 資本と 稱 して 居る けれども 實は 
猶太 人の 資本に ほかなら ない。 支那を 觀る じは 先づ この 事實を 認識す るの が 
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第一の 要 節で ある。 然るに 從 來我國 でな 之が 餘り諭 ぜられ て 居ない。 狗 じな 
て不 ザ 思議 千 萬で ある。 云 ふ 迄 もな く 支那の 政治は、 經濟を 離れで 論ずる こと 
を 得ない。 經濟 上の 優者は 政局を を 右す る。 サツ ス f ンが题 と 案が との^^ 
猶太 人と 國 民敕府 の因緣 とを 窺は なければ、 支那の 秘密の 判らぅ 瞥 はない。 

は、 農 樂錢設 

支那では 從來實 業 部に 農 木 局なる ものが あつて、 をれ が 磯率改 をの 外に 農 
業 金融を やつて 居つ たが、 をの 成績は 思は しくな かつた。 然るに 昭和 十一 年 
一部の 不作を 除く 外、 全般的に 大農 作で 棉 孤、 米" 麥 、雜觸 の 增收約 二平懒 
元を 算 ふるを なて、 農家の 臟買 力が 激增 し、 景氣が 好くな つれ。 この 磯を 幸 
として 政府は 俄かに な 作 倉陳辨 法を 作つ て、 財政 部と 實業 部の 合作で、 を國 
に 倉庫 綱を 張 ゎ、 農産 傲の 瞥理 をす る 事と し、 中國 戰時觸 食運銷 統制 瞥鄰 
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法、 即ち 耀食 管理 法を 作つ ち これは 實業 都、 財败鄰 なびを 鹽經 濟乘凹 •會 t 
運銷 局の 決を を經 て、 軍政部の 批准を 經て 法律と なつち この 法を 見れば 乎 
時に 於て は、 曰 本の 農業 倉糜の やぅに 食耀の 調節と 巧 償の 調節を する が、 非 
常時 じ 於て 食 糖の 霜 給 圓滞 にす るを 目的と する ものである。 この 隙 備け加 
へて 置きたい のは、 支那は 近來纖 てのものを 戰時體 制で 考窠 しで 居る ことで 
ある。 私は 豫て 支那が 戰時體 制を 採つ て 居る ことじ 注 藏を拂 つて 居つ たが、 
化 年のを 那旅 巧で 今更の 如く 其の 甚だしき に 驚いた。 この 繼食 管理 法 も ホを 
の 一つの 現れで ある。 

この 倉庫を 難る 爲に 政府は 二 千 •五 巧 萬 ドグを おしち 倉庫 綱は 國化辯 库 》 
省 立 倉庫 •縣立 倉庫と が 落の が 同業 組を 倉庫から が 立つ て 居る。 政府の 贪で五 
の國立 倉庫が 旣じ姐 おち 地方 倉 庵じ微 しては 農 本局が 實 任保證 制度を 揀つ 
て 金融す る 化 組で 着々 進涉し つづ ある。 而 して 倉庫 建遊聲 は實騰 誰が 化す か 
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と 音へ ば、 中勵 農民 銀 巧と 中國 銀を 司からの 離 通の みで、 政府は 特に 中幽農 
民 銀 巧を 金融 銀 巧と 指定して 居ぇ。 繰返して 申す が、 中國 農民 銀 巧は ずツス 
1ンが圍と密接な關係がめる。 隨て髓食間題は戰時平時に論なく、 猶乂人の 
蠢思 によつ て 動かさる 、こと 少 くない。 聞く ところ じよれば、 貪 率の ホ だ 化 
來な レ. 巧 じ徵 しては フランスの 殼物 王と 靴せられ る ドレ フユ！ ズ 系 瓣 
太 人) に 交渉して 資金を 俾ぐ笞 だを ぅで ある。 ます^^^^ なて 支が の 渡？ 跑切遮 
と 猶太 人との 關 係は 深い。. 農業 本位の， 吏那 の經濟 は、 猶太の 金で 徐瓣 ゎされ 
て 居る 驛で ある。 しかして 銀 巧は 倉庫 巧の 耀 食を 擔保 として 貸付け、 お府ま 
銀 巧の 利益の ためじ 據 次を 保證 して、 糧食 管理を する の だから これほど 安全 
な營 業は ない。 猶太 人は 必ず 摧を爲 無い 樣 じち やん と用藏 して 掛 る。 特にを 
顯 を中國 農民 銀 巧 •銀 公 巧と 限を したのは、 例の 排他 觸 占の 特色を 潑 報した 
もので をる。 また 廣柬に 於て は、 昨年 二 巧に 食 耀運銷 局を 設 化しな が、 をの 
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資本金は 一千 萬 元で、 省 政府と 何 お及び 米國銀 巧との 間 じ 契約され た。 これ 
も ホ 猶太の 資本で 出來 るので ある。 

我々 日本人は 農業 建設と ちへ ば、 直に 農事 改 庭で 生産を 增 加し、 をの 配給 
を圓 滞に する ことを 考 へる。 萬 事 農民 幸福 本位で 終始す る。 然る じ 化の 許懿" 

は 收穫物 管理が ま 眼で、 農民の 利益ょりも 政府の 都を が 先にな つて 居る。 を 
の 手段と して 倉庫を 建て、 倉庫は 多大の^ 4^ を購 り、 且つ 撰を しなぃ 化 組 じな） 
つて 居る。 是が 猶太を 彩で ある。 更に 注意ず べきは 倉庫 制 じ 猶太 綱 特の觸 食い 
觀が 盛を まれて 居る 事で ある。 ホ 來食經 不安な き處に 革命が 無ぃ。 髓食 不足 
は 人 也を 動擒 させ、 食髓騷 ぎは 一變 して 暴動と なり、 谭變 して 革命と なる。 猶 
太 人は 此の 歷あ的 事實を 熟知す るが 故に、 特別に 也を 髓食 管理に 歎して 居る。 

疑 ふ 者は 須 らく 共産 驚の 暴動 計靈を 見ょ。 必ず 思 ひ 半 じ 過ぐ るで あらぅ。 


に、 工業 建設 

王 業 建設は 近年 異常の 發展を 遂げ、 支那 人の 列擧 すると ころ じ 依れば、 鋼 
鐵廠 •汽車 製鑑廠 等の 設立が 具體 的に 決を された な 外に 中央 機器 臟 •中 國酒 
製遊廠 •瞬 西の 酒精 臟 •天津の 機器 製造 廠 •酒 鶴 公 巧。 溫 州の 巡紙臟 。み 利 
硫酸 鑑廠 •天 利汽鑛 製品 公 商 •武昌 發電廠 •植物 她料臟 •廣萊 、脚 川、 山ぶ 
の糖廠 等が あり、 これ 等は 旣じ 業務を 蘭始 して 相當 の成鑛 を擧げ 、或は 準備 
を 進めて 將じ 開始 せんとして 居る ので ある。 

支那 人の 自慢は 倦て 權 き、 ァ八コ ー 八と か 紙と か 硫酸の 如く、 これまで 我 
國 から 輸入され たもの が 肖 給され る樣 じなる 離で ある。 日本の 實寒冢 たる 實 
は須 くを ふべき だ、 決して 支那の 建設 熱を 雲煙 過眼視 する 驛 には 參 るまい。 

しかの みならず 鑛 山開發 熱は 特に 盛に なつて、 一昨年 度 じ 於て 實業 部の 許 
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(口) 中國 縮酸萌 製繼廠 は中國 政府の 實業部 (軍敕 部が 實權を 避る) と 天 
津久大 精 鹽公哥 、ホ 利 化 f 限 公司の 合作で あゎ。 

(ご 糜萊食 耀運銷 局の 如きは 資本 一千 萬 元で、 英國 ® 四な 萬 元、 ロバ 
! 卜 何 東 (混血 猶太 人) 二 巧 萬 元、 魔 来 省 民 二な 萬 元の 外" 廣柬省 庵 二な 萬 
元の 合作で あり、. をの 重役には 余漢 謀、 鄰靑 陽の 名が 連ねられて ある。 
官懸と 軍人が 入つ。 て 居れば、 地方で 何 か 事が 越つ た 場を、 官懸が 調停し、 
軍隊で 壓迫 する ことが お來 る。 亩は 民と 利を 爭 はざる をな て 金 科玉條 とし、 
嚴に 官憲を がめ た。 嗚呼 ホ聖靈 あら ば ホれ 之を 何と 觀 るか。 

ちか 利建殼 

氷 利 建設は 水害を 防ぐ (防 患) ことと 水利を 輿す ことの 一一に 分れる。 最近 一 一 
が 間の 建設は 頗る 目覺 ましい。 么を赂 叙 すれば ' 


霉蕾雜 飛^^ 雜賣 谬讓遽 護禪嗤 啤蓮进 々護# 戏 遺" 輩 苗 兼 お篡聲 、を 麥窜 


ィ 、邵 化、 淮 陰、 劉 老澗の S 大水 門を 建設し 



ィ 、邵 化、 淮 陰、 劉 老澗の s 大水 門を 建設し 
.口、 一二 河の 堤防 工事は 一昨年 六 巧 開始な 來 四千 八な 萬 キロを 樂 遊し 

严 、入海 水道工事は 昨年 迄に 陋千八 巧 萬 キロを 掘りと 巧 一一 一十 餘萬 元を 支 化 
した 

この 外、 黃河 •揚子江 等に 大 々的 氷 利 事業を 關始 したの みならず 、各地に 
於て 水門 建設 H 事、 灌槪 工事を 成 巧 させた。 なほ 嚴近 計畫 された 氷 利 事業、 
水力 電氣 のまなる ものは 蘇 州 水道* 靑島氷 道搬張 工事、 無 錫潑電 武島 
發 電工 事 等で ある。 而 して 化 等 H 事の 纔當卷 は 誰かと 言へ ば、 g 盟 から 派纔 
さ f 心猶太人技が コーシンである。 さ ぅして此の水利建設じ は必ず±地改な 
のな 劃が 伴つ て 居る。 例へ ば 入海 水道工事 即ち 黃河 化繼 の跡始 求の 工事を す 
れば其 水 蕾 地に 新しく 開塑 改良が な てられ、 幾多の 止 地 關係會 社が 設立 ろれ 
る。 是等 ばを 國經濟 委貫會 の 監臀の 下 じある が、 この 委貸會 は 猶太 人と 密麥 
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の關 係が あゎ、 また 此 等の 會社も 猶太 財關と 人的 金的の 關 係が 普通でない。 

へ、 觀空 建設 .‘ 

戰 前の 支那は、 正しく 觀空 時化で、 硫空 熱の 盛なる 實じ 驚くべき ものが あ 
つた。 お 美齡が 委員長で 航空 熱を 煽り、 飛 一竹 機 買 入 じ 狂奔した ことが 輿つ て 
力を るは 匆論 だが、 一面を 通 上の 絕斷 必要が、 之を 化が した ことを 忘れて は っ 
ならない。 支那は 關山萬 里、 一 璧無涯 、然るに 鐵 道道 路發 達せざる 爲 、巧 路 C 
難 言語に 絕 ずる ものが ある。 海上 並 じ 江河の 航巧も 船舶 不足の 爲 、不傾 夥し 
い。 飛 巧 機に 乘れ ば、 汽車 汽船で 一二 日 四日を 要した 處も 半日で 飛べる。 小生 
はを ぶょり 上海へ 飛んだ 時、 飛 巧 磯の 快 翔を 感じ、 しみぐ i と 時勢の 變 化を 
味つ た。 支那が 一足飛びに 、軍馬 期ょり 航空 期 じ 移つ たのは 決して 不 思！ 一で 
ない。 、 


航空 建設は 外資を なて 巧 はれた。 中國 航空を 司、 歐盛術 空を 巧は、 孰れ も 
中 西 合作 (支那 ふ 巧 禅との 合同事業) の 形式を 執り、 をの 莖事 (重役) は 支那 
人と 外人と じ 割 振られて 居る が、 是れ をく 支那の 面子を 慮つ た爲 で、 をの 實 
權は 外人の 手に ぁり、 をの 經營は 外人の 意見で 巧 はれる 事は 申す 遙 もない。 
この 兩會 社は 戰前 

一、 續蜀線 (上海。 陋川 間) 
r 濃 平 線 壬 海。 化 京 間) • 

一、 嬉奥線 (上海 •廣柬 間) 

の 二 夫 幹線の 外に、 澈昆線 (重 慶と雲 南 省 間)、 康藏線 (西康 省巧藏 間) を經 
營 して 居つ た。 

關民收 府の舰 空 建設は 平時ょりも 寧ろ 戰 がに 重きを 置い ち蔣か 石は 軍備 
强 化の 中 也を 空軍 建設に 求めて、 をの 完成を 圖 つた。 故に 巧 方 努力して 外 願 



ょり 優秀 機を 臟 入し、 戰爭離 始な來 は 之が 臟入じ 熱狂した。 我 海軍の み じょ 
る擊墜 若は 擊 破され た數 だけで も 無慮 平 五な 磯を 算 ふ、 なて 其の 一 班を 察ず 

べきで ある。 

築セ灌 設ル觀 

斯く檢 討 すれば、 經 濟摧設 はを く 支 •英 *猶11| 者の 合作で、 支那を 合作 社 
の 管理の 下に 置いた ものである。 而 レて えは サツ ス ー ン在 つて 始めで 化 娘れ 
もので、 彼が 無 かつたら 產れ かな かつた かも 知れない。 建 殻を 通じてぶ •猶 
は 膠漆の 關 係と なゎ、 英 •支は 氷 魚の 巧を なし、 利 蕾關條 上、 直 じ 相 離る、 
を 許さ なくなつ た。 經に 合作 前の 狀 態と 其 後の 狀 態とは 大差を 生じた。 從つ 
て蔣 かおが 如何 じ 知日と 雛 も、 英國 •猶太の 意思に なして 我 國と纖 む 事を 得 
なくなつ た。 人 動もすれば 語る、 蔣 ほど 親日の 藏 思の 强い藉 はない と。 小生 

は 常に 答へ た。 夫は をれ じ 違 ひない かも 知れない。 併し 何としても 猶太 人の 
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は 常に 答へ た。 夫は をれ じ 違 ひない かも 知れない。 饼し 何としても 猶太 人の 
目を 偷んで 我と 仲 善しには なれない と。 义云 ふ、 支那 事變は 膊を排 円に 逍遂 
んだも 之 も 本 ホを 顚 倒した 言葉で、 建設が 蔣を排 曰じ逍 込ろ 其 結果 支那 
事變が 起つ たと 私は 辭幫 する。 

建設の 巧容は 猶太 人の 利益が 娘祗に 横つ てゐ る。 隨て 排他的、 獨占 的の 特 
をが 濃い。 この 計議 完成 後に なれ ぱ 、彼等の 意思に 背く 卷 、彼等と 利靖を 興 
じする 者は 悉く、 圆 外に 除外され る ものと 見なければ ならない。 この に 
於て 我國の 如きは、 いの 一番 じ締 化さる、 運命に ある。 建設の 性質が 排他的 
なるな 上、 當然 我が 在支權 益の 破壊が 餘儀 なくされる。 魅 じ國民 政府が、 を 
まを 統一した ものと 假 をし、 をの 場な を 想像 すれば、 建設ょ ゎの 除外は 即ち 
支那 經濟界 ょりの 驅逐 で、 我が 對ま質 易は 繼鑛 されなくなる 。之を 灯 調 せん 
とすれば、 滿地荆 棘、 到る 處で 鐵條 綱、 妨蕾 物を が 除かねば ならない。 中々 
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容易な 業で ない。 小生は、 建設 完成の 曉を 想像す る每 に、 蝶 然として 赚じ粟 
化つ を覺 えた。 

何故かと ちへ ば、 をの 場を は獨り 支那を 相手と する のみでな いからで ぁ 
る。 英國は 建設に ょつ て 支那と 一の ブロックを 遮つ たな 上、 必然的 じ 彼を 媛 
けねば ならぬ 因緣 となつ た。 この 事た る單 なる 外エ 想で なく、 親に 今回の 戰爭 
は 善く 一切を 物語つ た。 而 かも 今日ょ b. も 一層 おかな 事は、 經濟 建設 完了す 
れ ば、 萬 端の 準備 悉く 整頓して、：， 其め 實力 今回の 化で ないから でぁる。 

ルを は 經濟に 疎く、 殊に 軍事 知識 じを しい 故、 經！ 殻 中に、 多くの 戰瞒 
體 制が 織强 まれて 居を のに 氣 付かぬ ではない が、 突这ん で硏究 する ことを 鄕 
なかつ た。 建設の 進涉 と共に、 支那を 濡 じて、 一般に 外關 依存と 緋日藏 織と 
が 次第に 强烈 となり、 化まで すら 少壯 軍人は 我と 戰 はんとず る鑽 勢を おし、 
南 まじ 下れば、 軍人の 大半は 曰 本と 戰 つても 貧け ない と 傲 語す る ことを 臟い 
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て、. 彼等の 自ら 恃 むの 甚 しきと 驚いた。 軍事 草 巧 家は、 をめ し么じ 就き 十 か 
な妍究 をされ たこと と 信ずる。 ’ 

經濟 建設は、 を 作 同人の 成功 だが、 支那ょり 云へ ば、 支那を 外國の 統制 下 
じ 置いた もので、 一種の 1^1; 國巧爲 でぁる。 騰。 宋は猶 天の 罪を 化した ものと 
云へ る。 么を壞 さない な 上、 支那は 支那 人の 手 じ戾ら ない。 小生は 經濟 礫設 
を 重大視す る 一方、 又 一分の 安 也を 懷 いて、 其の 多寡を おつて 居つ た。 をれ 
は 外で もない。 支那の 歷 あと、' ぶ 邢の觀 念からで ぁる。 

支那では 何事 も 容易に 理想 通り 巧 はれた 例が 無い。 必ず 中途で 挫がず るか 
若く は 成 巧しても 離が 這 入つ てゐ る。 また 天下 一統と ち ふ も 其の 一統の 篇味 
が 我國の ものとは 大いに 差が ぁつて、 威令が 津 々滞々 まで 巧 厲 くので ない。 
加之宫 吏が 私曲を 營 むので、 必ず 離 磯が 化る。 例へ ば 堯舜の 至 治の 如 今燦爛 
たる 文字を なて 形容され てゐ るが、 善く 讚めば、 疑義 巧 化、 實 際が 疑は しい。 


計畫 倒れの 典型は 王 葬と 王 お 石で、 魅 じ 國憐と 民族性が ょく 现 はれて ゐ る。 

また 建設は 國民 政府のを 盛を^ として 始めて 巧は る、 もので、 他の 败權 
が 化れば、 自然 變 つて 來 る。 この 藏 味に 於で 經濟 建設の 前途は 頗る 怪しい も 
ので ある。 

次は 正義 觀 からで、 邪は ぶに 勝てる もので ない。 假令人 多くして 天 じ 勝つ 
とも、 天を まれば 必ず 人に 勝つ。 お 肖 利 利己、 緋他獨 占の 計 蠻を樹 で、、 ホ 
來 永劫 天下を 私せん とすを が 如きは’、‘ 到應 天の 許さ、 ぶる 所で ある。 ド、 

幸に して 支那 事 變の爲 に、 化の 建設は 中絕 した。 建設は 中絕 したが、 をの 
精神は 猶 消滅し ない。 彼等の 觀 業は 破れた が、 外國 依存と 緋日 とは 依 燃と し 
て 元の 通ゎで ある。 化の 際 有りが たいのは 職爭で 一切の！ が魄瞭 じな つた 
ことで ある。 例へ ば從來 煙幕に 纖 されち 英 •猶 •まの 願 係 も、 建設の 巧 藤 
も ホ援支 排日の 眞巧も 共に 判明した。 我國 民は 豁然と して この 事實を 認纖し 


彼を 知り 己を 知る を 得た。 化 上は 泰然と して 掀天麵 地の 雄 欄を 講ぜねば なら 
ない。' 


が） 


第一 一章 糊 日 髓 會敎臂 

國民 政府の 施政 十数 年を ゆ 巧 一番 成功した ものは、 排円 敎臂と 5 ふて 宜し 
い。 兒 童の 入學 早々 排日 思想を 注ぎ 逆んで 第一 化 入 まを 遊る。 夫を 止讓 じ、 
次から 次へ と、 手段 方法を 誰して、 排 H 教育を 施ず ので、 大抵！ 迄 じは 拂 
日が 信念 化する 樣 になる。 所 龍 學校敎 育の ゆ 乘實じ 驚くべき ものが わる。 

饼し巧綱に調べ れば、 擧校敎脊の，經じ、 么を媪ゅ、 么を靑てた ^ 大原因あ 
る 事を 見逃して はならない 。之を 忘れたら 恰も 臘 山に 豐 つてぶ 老 峰に 遊ばな 
いと 同樣 である。 一 火 原因とは 猶太 人の した 社 會敎臂 である。 換冒 すれば 新 
聞、 雜 誌、 ラデオ 、映畫 、演劇、 藝 じょる 感化で ある。 化 等は 孰れ も、 
日夜を 衆の 目 じ 觸れる もめ か、 又は 最も 暮 ばれる もので、 曲つ 嚴も輕 い氣分 
で受 入らる る ものである。 臟て嚴 も 目 化たないで、 嚴も 深く 綾み 绽 み、 絕火 
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なる 感化を 及ぽず ものは 是で わる。 

第！ 驴醉 

新聞 ほど 强い 威力を 有つ ものは ない。 新聞の H 々夜々 敕射 ずる 魅力の 爲 
に、 世人は 自 曲に 引擢ら されて 了 ふ。 新聞を 信じない とを ひながら も、 新關 
を 基準と して 居る。 多少 疑 感を持 つても 每目繰 返る るれば、 つい 之を 信ずる 
樣 になる。 新聞は 通信社の 材料が 本で 刷 上げられ るが、 をの 通信の 元締 ロイ 
テグ、 ァ バス 等は 猶太 人の 經營 で、 換幫 すれば 猶太 通信社は 新聞紙を 通じて 
世 闕 を 指導して 愿 るので ある。 

，支那の 新聞は、 上海を なて 蟲も 盛んと し、 其 感じは 外字 新聞 あり、 支那 新 
聞が ある。 而 して 支那の 知識 職 級は 外字 新 觸に目 を 曝さねば ならぬ 機 じ娜ら 

をれ て 居る。 ノ ー スチヤ イナ •.デ イリ ー •ニ ユ！ ス (が 西 報 一、 ず 寺 イナ •タレ 
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ッス (大陸 報)、 上海 タイム ク (泰晤 ± 報)、 上海 イヴ ニン ダ •ポスト • H ント 
マ！ キ ユリイ (夕刊) 等 一として 猶太 人の 經營 じ屬 せざる はない。： の新熙 
は國段 政府の 藏圆を 酌ろ 且つ 支那 民衆の 磯 嫌を おりつ、 、数年が 廢 々緋円 
記事 論說 をな て 紙 商を 脈した。 之れ が 老若 巧 かにな ぽす 感化の 如きは、 申ず 
も 野暮で ある。 事變な 來鹽民 敕府は 一 帰 外字 新聞に § 支 機を 求めた こふは 
まふ 迄 も 無い。 

第ニ ラデォ 

電信® 電謡 •電燈 等、 苟も 電氣 に關 する ものは. 織で 猶太 人の 獨 ぉとぶ ふで 
宜しい。 殊に 支那の ラ デ ホに 就て は、 滿洲事 變* 上海 事 變な來 をの 排目 振は 
餘 りじ 人口 じ 峰 炙して 居る。 が、 今 圆の戦 じ 於け る怪 ラず ホの 簿は 憤槪ょ ゎ 
も 寧ろ 嗚般 に腥 した。 . 
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缴吉峽 晝 

上海の 娛樂 界—興 ^ 一# は 殆ん ど篡太 人の 經營 で、 セエ ロム •レヴ ュ—の 
一鑛 一笑は 斯界の 人を して 一善 一 憂せ しむ。 アメリヵ 映議は 悉く 猶太 人の 手 
じあつ て、 殊に 東洋が 映靈は 特別の 目的の 下 じ^される。 をの アメリカ 映 
畫が自を無制限に輸入され、 嬉々歡笑の閒じ人也を離かして居る。 纖^俾 
の映畫 は、 支那 人を 有 項 天に 自惚ら せ、 今次 事 一^の 映 講の化 鱗 目の 如きは 眞 
に 論外で ある。 

をの 他 音樂‘ •藝 術* 义學 にょる 排日 巧 動の 如き、 餘り くど^.^ しきを なて 
一が を 省略す る。 

昔 巧 夫子は 浸潤の 諮の 恐るべきを 說 いた。 十數 年の 排日 触 會敎臂 は 支那の 
人 也を して 變態的 也理に 階ら しめた。 嘗て 支那の 排外運動は 英國を 目 臟 とし 
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たもので、 我闕の 如きは がの 捲 添 じ 避ぎ なかつ た。 巧倒英 .關祗 關ち義 は 凹 巧 
餘 州の 山河を 撼 がし、 國民繫 の 關祖孫 文の 如きは、 をの 一生を 通じて 緋爽じ 
終始した。 然るに 何事 ぞ 。蔣 一派と サツ ス ー ンー 派と 提携な 作す る や、 形勢 
一變 、排英 の 聲は排 円と 化し、 天の 覆 ふ 所、 地の 鑛 する 所、 雜 離の 麟 つる 
所、 卽る處 、排 H の聲 ならざる は 無き じ 至つ た。 山を 移らざる も 人事は 改ま 
つた。. 暇 乎 恐ろしい のは 社會敎 育で みる。 
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.戰 時の 卷 

鑛 一一 一章 媛支排 0 

支那 事變は 大事と なつた。 この 戰で 支那が 貧け て、 蔣政權 が沒落 すれば、 

猶太 人は 多年 扶植した 利 權を喪 ひ、 折角の 建設 も藝 無しと なる。 眞に サツ ス っ 
1 ン ー派の 死活問題 たると 同時に、 英國 にと つて 盛衰の 由つ て岐 る、 所で わ C 
.る。 されば をの 魅 ま 大使 ヒユ！ グツ セン (猶太 人) 並に カ ー がな 方 支那の 爲 
に 狂奔す るは 固ょり、 前 相 チヤン バレンは 幾度 か援 支を 聲 明して 我じ敝 蘆を 
表し、 セ シグは 「支那を 援け るょりは 日本の 壓 迫が 捷徑 だ」 と議會 で 避 冒し、 
英國議 會の空 氣は拂 日 意見 さへ 述べれば、 何者に 勤しても 拍手を 送る 有機で 
機 支 排日の 態度は 日一日と 甚 しくな つた。 


娜じ 於て が ブグム (猶太 人) が 離の 排日は 匆 諭、 をの 齡職後 も マング 卢 (猶 
太-^:^にして、 當化のデス ンリーと評せらる 、人) は依然爐民相として采酷を 
揮 ひ、 支那 事變に 就て ち 其の 大使 ナジ ャ ー 八 (猶太 人) をして 終始 英國と 
緊密の 連絡の 下 じ 撥支排 けに 活驢 せしめた。 

米國に 於て は、 猶太 人の 策動 日と 共 じ 猛烈と な b 、 或は 犬 統領の# 昔と な 
b .、 或は 財務 長官 モ V ダン ソ ー ( 猶太 人) の對支 借款と なり、 义 外を 委質畏 
いット マン (猶太 人) のを 端 益々 風霜を 帶 び、 遂に 阿本との 國 を！ を齡せ 
ずと 言明す るに 至つ た。 之と 呼應 して 重慶 政府は 公々 然 、英^ 蘇と 共同 戰 
線を 張る 事を 聲 明した。 

之で 巧 外の 情僞が 一切 判然と 明らか じな つた。 戰爭 ほど 秘密を 暴 離させる 
もの もな く、 猶太 人のを 國 政府を 動かす 事は 明白と なつた。 從來薩 じ 臟れて 
容易に 其のぶ 體を 現は さなかつ た 猶太 人が 表 晒じ讓 おおすじ 至つ たのは、 を 


いい 


く 戰爭の 賜で ある。 

猶太 人は 經濟 建設に 着手す る 際、 旣に戰 爭を豫 嫌したら しい。 故に 建設の 
中には 多分に 戰時體 制が 織强 まれて ゐ る。 また 容赦 出來 ぬのは 、 r 戰爭二 年 
說」 を 流 巧 させた ことで ある。 么 にょれば、 日 支 戰爭は 二 年で かがく。 厳 初 
の 一年の 前半期では 日本が 勝つ が、 後半期に 支那が 盛 返し" 次の 年の 前半期 
じ 入れば、 日本は 困觸簇 弊す るに 反して、 支那の 陣容 大いに 繼 ひ、 後半期に 
於て 決を 的. 勝利を 收む ると 云 ふので ある。 更に 國際支 撥 說を黨 傅 させて、 支 
，那 人の 排日 意識を 助成し ち 即ち 支那は 國騰的 同備を 得て 精神的、 物質的 機 
助を 受ける が、 日本は 國際僧 まれ 者で、 不斷の 迫 蕾を 受け、 遂に 敗滅の 一途 
を 辿る とち ふじ ある。 

一體じ 彼等は ち那の 軍事 能力を 過大 じ評價 し、 我が 經濟 力を 不當に 見 総る 
癖が ある，。 關戰當 初、 餘溜 前途を 樂觀 したが、 更に 職 局を 有利に 緯く爲 、支 
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がこ聲 護して、 穂々 の 傑宜を 供す るの 外、 盛に 虛 報を 雞發 して、 世界の 耳目 
を 憩は し、 事 實を蚕 曲して 世界の 判斷を 誤らせた。 旣 じして 支 狐の 敗 形を く 
成り、 南京 •漢口 •腹 来瞻 り、 中原の 半を 喪 ふや、 驚愕 狼 紙、 愈臟趨 となり 
をの 國際 綱を 利用して、 列鹽を 動かし、 を然 乱つ 離 骨に、 排问殺 まの 巧 醜を 
執らせて ゐ る。 

是じ 由て を觀れ ば、 吏* 雲變は 晏兩國 の戰爭 とは 宏 へ、 をの 鬟じ於 
てち 直しく 我が 閣と歐 米 猶太との 戰爭 である。 我等げ 彼等の 薇 力と 策動を 
認識して 對榮を 講ぜねば なら なくなつ た。 世人は 槪 しで 鑛太 閒麵を 口にする 
を爲 み、 日 猶戰爭 は 言葉 ずら 極端に 排巧 する 傾が ある。 小生 も 猶太 人との 親 
蕾を 塾む ことじ 於て、 決して 人後 じ 落つ るを でない。 で靈は 靈^ 
實 は事實 、希 藍の 爲じ 事實を 誤る 靜じ巧 かち 今や 我 國は有 おなかの 國 雛に 
潑 面し、 國隱 ffi 壓は円 じ H に 加は りつ S ある。 誰が 化の® 盤を 加へ、 我を 鑛 


驾曼 もを 院 ことりが 替 Aj 雜魄 をね 丈なら ぬ。 な ‘ H 


地に 陷 れんと する 乎。 我が 關 段は 驗肅に 此の 雖實 を雜禍 せねば ならぬ。 な T 
備單 じ、 猶太 人の 援支緋 巧の 條 々を 略述ず る。 

第 一 軍資 供給 

閱戰 と共に 財敕 部長 化 祥熙の 急遽 赞余 募集の 爲に 、海外に 渡航ず る や、 を 
の 跡を 逍 ふて、 ァ •- ノグド (猶太 人) がお發 した。 ア ー ノ^ドは、 サツ 义 1 
ンの股 腺で、 多年 ホ會 議長と して、 上海の 政界を を おし、 實業 家と して、 世 
界を國 の 實易蘭 事業家と 連絡して 斯界に 雄瓣 し、 更に 辣臟 を掷 つて 支那の 一叟 
人を 籠絡し、 盛に 猶太の 權 益を 纖 大した 人で ある。 彼の 渡航は、 世界の 猶太 
綱と 連絡を 執り、 なで 援支拂 D 一の 大勢を 決する じあつ たこと、 化を 見る ょり 
も 巧で、 をの 當 面の 急務は 化づ 化祥熙 をして 外資 募集、 軍需品 購入 じ诫 巧せ 
しむる じあつ たこと 恕 像に 雛くない。 果然 化は 暫< じして 英國 でと 巧 萬磅、 
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佛で二 億 フラン、 チぶ ツ ri で I 千 萬磅の 借歇を 契約した。 此等 諸國は 口を 揃 
へて 建設への 借款 だと 辯 明した が、 戰時 S 即ち 軍資なる は 一一 一尺の 童ず と 雛 
も 疑は ない が、 ァ！ ノ V ド 無しで！ が 結ばれ 得た かどぅ かは 大人で も 判ら 
.ない。 當時佛 の 宵 相 ブ^ム、 チぶ ッコ 大統領べ ホ プシユ 、英翰 銀が 頗が ホン 
タザ ユ！； •ノ八 マシは 孰れ も 猶太 人で あつた。 

騎天髓 地、 蔣か 石が 儀に 藍 慶に餘 喘を 保つ 時、 英國 政府は 公然 議會じ 於て 
(十ー ニ 年 十二 巧 六日) 日本の 態度を 非 雛 レで、 支那へ 輸化 クン ジ タトを 輿へ 
る 意思 ある ことを 明言し、 間もなく、 一千 萬磅の クレジットを 殻を しち‘ 化 
じ 是れ瀬 死の 重病 者に 葡鄕 織め を 射で みる。 之と 前後して 米の 財燃畏 富％ 作 
ダン ソ ー は、 突然 米 ま 借款 中止 說 をげ 消し、 暫くして 一一 千 •乱な 萬 卵の S を 
發 表した。 法帶じ 換算 すれば、 二者を 計 約 四 億 お 千 萬 元。 么 じょつ で國 民政 
府は 一寸 蘇生した。 がが の 情機を 脫 し、 法够 を補强 し、 舉 黯晶纖 入が 容錫じ 
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なつた。 夫れ ょりも 尙 支那 人を して、 列國の 同情 我に 巧 b との 感を 抱かし 
め 一縷の 蟹を 敕府 じ繫 がしむ るに 至つ た。 

然り而 して、 この 隣 特筆大書せ ねばならぬ 事が ある。 是非 記備 せねば なら 
ぬ 一大事が ある。 ヴィ クタ ー •ホ ツス ー ンが老 艦を 飛 に掩 して、 瓣 禱萬篮 
米國じ 飛び、 更に の 空を 溺 り、 政界 財界の 嬰 人と 懇談 熟議した ことで あ 
る。 ヴィ ク ター ，サツ ス ー ン は昨年£ ®D ホツ ス ！ ン死後サツ ス ^ — ン 1 家を 統 

理 する 立 役者で ある。 米 支 借款は 陳 光甫の 名に 於て 結ばれた が、 之は 表师で 
あり、 形式で ある。 

築 二軍 驚 供給 並 じ輸禮 

世界 列國 ょり 支郞じ 輸送され たる 軍需品の 總 額ち 抑 も 幾何 か。 今後 供給 
さる、 がは 果して 何程 か。 大 なる 兵器廠な き 支那は、 勢 ひ 一切の 武器を 外國 
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じ俟 つ。 抗戰 一二 年、 砲煙 禪 雨、 一に 是外 闡の總 であ ミ 么が爲 じ 我が 忠 劈な 
る 將± は 屍を 曠野 じ 験へ、 千古の 鬼と 化しち 化祥臟 如何に 泣訴す ると^ 
列國 にして 眞に 平和を 念 とせば、. 齡然 耳を 藉さ ずして 巧 器の 供給を 制 帳す ベ 
きで 箸で ある。 顧れば 驗 米の 平和運動は、 雖 かじ 一世を 風靡した が、 開戦と 
おじ 論者 口を 織ぶ、 運動 影を 收 めち 之が な對じ 兵器の 工場ち 煤煙 天を 臟 
ひ'、 騷音 地を 攒 がし、 世界め 繫 化を 旌じ 集めた 觀が ある。 而 して 其の 兵器工 
場、 化擧王 業の 會 社は 何人の 攀概 にある ず。 檢し 來れば 其の 火なる ものは 
悉く 皆 猶太 人 直接 經營 か、 然ら ざれば 么と密 撥の 關條 ある もの、 みで ある。 

(國際 秘密 力硏究 第一 卷參 照)。 •支那が 潤 澤に巧 器を 輸乂し 得た 理由を 知ら 
ん とすれば、 が づ這裡 の 消息を 知らねば ならぬ。 

抑 も 支那は 連戰 連敗、. 化 京、 上海、 賴 京、 廣來 、漢口 相 驢で陷 ち 重要 鄰 
市の 大半を 失 ひ、 海岸線のを 部を 喪 ひ、 中原の 半は 嚴早 をの 有で ない。 斯る 
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溯 死の 者に、 窜 寮を 給し、 巧 器を 渡す が 如きは、 無謀の 甚 しい もので、 到 腹 
普通の 算盤では 禪 かれない、 元 來巧黨 に 長じ數 字を 生命と する 猶太 人が、 撕 
る計數 無視の 援助を 敢 てす るのは 询じ なて 不思議 千 萬 だが、 悠 じは 傭が あ 
り、 少し 調べれば 何の 變哲 もない。 只 日本が 恐ろしい。 支那の 敗け た 後が 徊 
配で たまらな いからで ある。 故に 援 まに 熱中す るのは 排円を 貫徹 せんが 爲で 
ある。 世界の 猶太 綱が 一齊じ 動き 化して 日本 虐めに 取 掛かつ たのは、 をく 化 
の爲 である。 近 衞巧閣 は 嘗て r 蔣政權 を 相手と せず」 と聲 明した が祀 しく 是れ 
天の 聲 である。 山河は 巧らず 鱗 中の 觀 の® の 如く、 一 貨體は 鱗の 外に 巧つ て、 
蔣か 石で 無い。 

を國の 軍器 會 社は 當 初ぶ ハ 器 供給は 總て 民間の 取引で をく 败府 と無關 係と な 
るが 如く 裝 ひ、 をの 政府 も 亦 表面 么と沒 巧 渉なる が 如く 振舞つ た。 が、 巌近 
斷然 政府の 方針を 巧に し、 機ち 抗日の 爲に 兵器の 供給を 敢て する ことを 潑表 


しち 英闡先 づ議會 じ 於て をを 聲 明し、 米 國は官 义馨に 於て 化の 趣旨を 公に 
した。 

日本と 西 班ず とに 勤し 軍需品の 供給を 拒絕 し、 昨年と 巧 一日な 來目 本に 徵 
しては 航空機な 爆 彈の輸 化を しない 樣に 懇請して 居る。 

(ホ 閥の 軍需 席 輸出 局 年報) 

矢は 旣に 弦を 離れた。 落處は 果して 何處。 

(猶太 人 も 英國 政界の 關 係は 國際 秘密 力 硏究の 第 S 卷 、米 闢 政界 ム の關 係は 
t 同 蕾 第を 卷參 照). 

各國ょ b 巧 器を 輸送す る じは 船舶 會 社を 煩は し、 保臟會 社と 《乂涉 ぁるが、 
化 等の 會 社は 孰れ も 猶太 人と 特別の 因緣が ぁる。 故 じ 萬 里の 波濤 も 重 疊の關 

山 も 容易 じ 突破し 得らる/* 事ぶ ふ 迄 も 無い。 

一 
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我國を 擧げて 憤慨せ しめたのは、 關 職な 來 世界の 新聞 報道が 著しく 歪曲る 
れ 、眞 相を 傅へ ない のと、 其の 論議が 兎角 偏見で 終始す る ことで ある。 是は 
何の 爲 か。 

今日の 新聞は をく 通信に 依を し、 通信社の 供給す るが 料を 基 磯と して 刷り 
上げる。 故に 通信が 白を 白と し、 黑を黑 とし、 是を是 とし、 非を 非と して、 ' 
が斜 正確 なれば 新關は 必然的に 報道 正 礎、 論 說允當 となる。 通信が 盤 曲不實 
，なる 場を じ、 之を 沒に すれば 將來の 供給を 絕 たる、 虞が ある。 供給を 絕 たれ 
たら 最後、 新聞は 化來 ない。 を こで 新聞社は 忍んで 之を 戦せ、 其の 感憐 を蒂 
せざる じ努 むる 破目 じを る。 此の 苦痛は 新聞社と 通信社との 間に 一穂の 憐實 
.を 作らせる。 善惡 問題で ない。 勢 ひ 止む を 得ない ので ある。 

現今 世界を 相手 じ裙罐 する 通信社は、 英の ロィ テグ、 佛のァ バス 並 じ 米の 
ユ！；^!、 エ！；^1である。 其の他の通信社は目下規模に於て、賓力じがて、 
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勢力に 於て 到底 其の 敵で ない。 而 して 化の 四 社は おに 猶太 人の 經營 でぁる。 
通信員 中には 正義を 平の 人も少 くない。 され ど 四 社の 組織が、 組織で ぁる。 
隨て事 變な來 の 報道を 通覚 すれば、 或は 針小棒大、 或は 蚕曲擋 巡、 其の 中を 
失し、 當を 得ない ものみくない。. 源泉 旣じ 濁る。 滕んぞ 下流の 满を 蟹まん や 
である。 

更に 世界の 新 蘭界を 一瞥 すれば、 倫敦 でも、. 紐 育で も、 所謂 犬 新聞、 一流 
紙は、 例外な く 猶太 人の 掌裡 にぁを。.‘.. 例‘ へ. ば タィ ムス、 ディリ^ — .® 新 テ 
ン グ タフ、 ディリ！. • エ. ネ ツ ス.ク ン ス 、 ディリー ® メ ー 八 (な 上偷 敷)、 紐 
育 タィ ムス、 紐 育へ ラ V ド、 紐育ゥ tv ド (な 上紐 脊) へ 來れぱ 化々 皆 
がりで ぁる。 化 等の 紙上 常に 刺戟的 文字、 挑 發的か 調を な. て、 蓋 曲 不實の 記 
事が 載る。 噓もミ 度で 眞 となる。 曾參 人を 殺し、 市に 虎を 化すのは 昔 も 今 も 
變 りが 無い。 世人は 新聞に ょつ て 思 態を 逍 る。 嚴觀噓 と 疑 ひつ、 も 遂には 之 
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じ 引を まれる。 义反懿 を 擧げる 手段 もない。 而 して 其 報道 じ 裳いて 藏 見を 立 
てる。 を 世界の 人、 東西 兩 半球の 人、 大槪日 ま 事 變の眞 相を 誤解す る锁 曲は 
經 じある。 憐 けない 浮世、 是非 もな き 次第で ある。 

我 政府は 當初歐 米 諸國の 與論 兎角 芳しから ず、 我に 不利な もの 多き を 患へ 
て 所謂 國段 使節を 派遣した。 恐らく 請せば 判る、 支那の 泣 言が 如何に 甘く と 
も眞實 には 勝てぬ と 思つ たので あらぅ。 尤もの 次第 だが 哀ぃ哉 今は 新觸の 世、 
實 傅の 時化で ある。 新聞に 載れば 噓 も眞實 に 化し、 宣傳 の效乘 はな パ！ セン 
卜 である。 一人が 眞 相を 知つ たと て、 千 萬 人が 臟 されて は 如何と も化樣 がな 
ぃ。 撕 くして 國民 使節は 結局 鄕苦 勞樣に 終つ た。 是非 もなぃ 次第で ある。 


鑛四章 今後の 動向 

戰削戰 時に 於け る 彼等の 巧 動ち 略々 前述の通り である。 然 らば 今後の 動 
きは 如何。 將來は 深く 神秘の 帳じ鑛 されて 知る 由 もない。 綠じ 彼等は 臟機應 
變の 才に當 み、 相手次第、 境遇に 應 じて、 順逆 f 、 奇策を 弄すれ ぱ 逆手 も 
厭は ず、 自由 自巧 じが 姻 f が 故に、 輕 々しく 斷 をを 下す が 如きは、 藏の骨 項 
無謀の 極で ある。 併し 彼等の 天禀と 特性と じ 鑑み、 を の 常用ず 段を 纖へ れ 
ば、 凡を 左の 五墳の 如きは、 必ず 爲る ものと 見なければ なるまい。 無 諭 これ 
に 限る II でない。 寧ろ 之を 巖小 限度と して 廣く 其の 出方を 妍究 する 必 嬰が あ 

る。. 

1、 強窟 攻め 
一、 を 攻め 


一々 炯囑 、甘言 
一、 國 際を 團 
一、 戰 果減滅 

築！、 理竊 攻め 

理窥 にかけ ては 猶太 人は 天下一品、， 古今 萊 巧を 通じて 猶太 人禮 多くの 法潍 
家を 有する 民族は 他に ない。 また 法規を 制を し、 條 約を 趙 草す るに 於て は眞 
じ 天才で ぁる。 我 國と關 係 ぁる 因 里の 講和 條約 や、 不 戰條觀 はみ な 猶太 人の 
原案から 成つ た。 彼等は 今次の 日 ま 戰爭を 膜 目 傍觀 、拱手 沈默 する 菩 はな 
い。 必ず 然るべき 磯關を 通じ、 適當 の磯會 を捉 へ、 辛辣の 理窥を 振 廻は させ 
るに 相違ない。 過日 英米の 通牒の 如きは、 勿 諭 彼等の 手に 成つ たものと 維 測 
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する。 今後 何々 遮な とか、 權益侵 寒と かの 難曲で 各穗の 通牒を 矢の 如く 放 
ち、 凡 巧の 抗議を 雨の 如く 注ぐ ことは、 火を 機る よりも 明かで ある。 小 化は 
新觸 じを 表された 通牒を 見た、 ぶけ だが、 巧妙に 麵窟を 列ね、 か嘗雙 かの 閒じ 
陷 難を 設け、 用意 觸 到を 極めて ゐ るに 驚いた。 これ じついて 廻れば、 施 字 絡 
めに 絡まれて、 拔き 差しなら ぬ 破目に 陷る處 が ある。 政府 じ 盤む とこる は、 
一に 大處 高處 より 達觀し y 、 所信を 明に されたい ことで ある。 不必 嬰の 言質 
を與 へ、 自繩自 鱗 的の 聲 明を なすが 如きな、. 國家じ 忠なるが なでない。 

第二、 金 攻め 

計数に 長 じ、 鄰 財に 明るい のは、 猶太 人の 天禀 で、 常 じ 金鑛を 本位 じ 物を 
觀 、事を 考 へ、 暫く も經濟 的げ 算を 忘れない。 戰爭の 如きは、 經 濟を趟 越し 
たもので、 興た 安 腐の 前 じは、 金鑛 を愚圖 々々まふ 喉がない。 魏れも 戦瞒と 


なれば、 勢 ひ 願力 不相應 の 失 聲を餘 儀な くさせられ る。 猶太 人は 善く これを 
知つ てゐ る。 各國の 情況を 冷靜深 酷じ觀 察し、 をの 斷 策を 講究し、 ダ バリと 
急處を 刺さう と金んで ゐ る。 世界 大戰の 際に、 世界の 嵩の 四 分の 1 二を をの 手 
に收 めた の も 急 處を狎 へた 爲 である。 倦 化 度の 事變 はを の實日 猶戰爭 とすれ 
ば、 彼等は 當事 者の 一人で ある。 彼等の 得意の 手腕を 掛 ひ、 金を なて 我を 備 
ますは、 必定で ある。 世間 動もすれば、 日 懿戰爭 の 先 蹤を逐 つて、 彼等の 資 
金を 借り やうと 夢み てゐ るが、' 眞 になて をの 急を 得ない。 日露 戰爭當 時とは 
彼等の 我 國に斷 する 思想 感情 並に 利害が、 をく 一變 しで ゐ る。 魏じ米 翻の 外 
交 委員長： &ット マン (猶太 人) は 揚言した。 

「日本を 围ら すの； 一 H 本 じ 金を 貸さぬ にある。 をが 借りられ なけ 心‘ で、 
日本は 參 つてし まふ L 金を 貸さぬ からと て 日本は どうす る 事 もお來 ない。 
爲 ても國 交斷絕 位が 關の 山」 


r 89 ) 


是は繊 り b ット マンの みの 藏 見で なく、 彼等の 共通の 思想と 見るべき もので 
をる。 或は 我が 虛實を 探ぐ る爲 、醜賓 の 擬勢を をす かも 知れない。 或は か鑛 
のク レず ツトを 設定ず るか も 知れない。 饼し ホは ロハ 夫 だけで ある 擬勢 や擬 
態に 釣られて は大變 である。 化 際 萬々 一 じ も 我が 繼狀 態を 訴 へて 偕 欺を 申 
込む が 如き こと あら ば、 徒らに 彼等を して 傲慢なら しむる 丈で ある。 彼等が 
今な 醜贊 をす る こと ありと すれば、 夭は 彼等の 利 纖雛護 じ 我 肋 力を 痛感ず る 
場合で ある。 若し をれ 勝敗の 微旣に 決して、 我 じ勸抗 ずる ことが 化が なくな 
れば 繼んで 御用を 達する に 相違ない。 値し をれ 迄には 幾多の 波爛が ある。 

戰前 我が 質 易 大いに 振興す る や、 彼等は 歐米列 题は匆 論、 廚泮 アフリカの 
諸 邦を して 高關 親の 障壁 や、 バ！ 夕！ 制 等を なて 輸入の 制般 をな さしめ、. 觀 
が發展 の諸條 件を 巧 害しち 戰 時に 入つ ては 一層 徵 H 質 易戰じ 熱中し、 支那 
援助と 饼巧 して 大 々的 徘日貨 を 巧 ひつ、 あるは 世 閒⑩顾 知の 通りで ある、 殊 


いい 


に 政府の 責任者を 衙顕に 引 化し、 「目 本 品を 排斥して 其の 經濟 を綱满 させる 
のが 支那を 助ける 捷徑 だ」 など、 をはし むる じ 至つ ては、 淘じ なつて 沙汰の 
限りで ある。 

彼等は 我が 弱點 は經濟 にあり と 腕ろ 貿易を が蒂 すれば 我が 财 力は 綱满ず 
る ものと 信じて ゐる 。隨 つて 今後は 益々 么 じを 力を^^す るは 日を 指す よゎ 
も雜 かで ある。 次は 金貨を 赂上 ぐる ことで ある。 金貨を 奪 ひ 取れば、 爲 驚を 
暴落させる ことが お來 る。 世界 戰爭 の騰 化の 手を 爛逾じ 施して々 A クを一 落 
萬 丈、 反 ホ同樣 にさせた。 今回の 狙 ひも 多分を の邊 にあら ぅ。 

築 ミ、 晌喝 、甘言 

我が 國巧 年の 外 巧 あは、 ぺ八リ な 來澗褐 をな て 終始一貫して 居る。 ぺ户リ 
は 巧 潑前先 づ高盤 手段を なて、 我を 屈從 させる 方斜を 決し、 (理 曲を がして 
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彼は 0 記に 書いて 居る)# と會 見す る や 直に 一疏を 卓上に 置き、 我の 
言を 聽く か、 將た 化の 旗を 揭ぐ るか、 ニクの 一を 選べと、 窩飛率 じが b 化し 
ち 其の後 彼の 巧 動は、 示威と 高 盤との 連戀 で、 遂に 安政 條 約を 强 いたので 
あつた。 これ 獨り ぺ^ ブ丈 でない。 米國 許りで ない。 所 龍强鹽 文明 關と 傲る 
國 々の 態度は、 體 度の 差 こを をれ、 大同小異で あつた。 列 關の帷 藤の 鄕 
に、 猶太人が潜んて、.盛じ權勢を弄することは、 世^知の遞りである。 っ 

猶太 人は 炯嗎と 親切を 巧に 使 ひみけ るに 妙を 得て 居る。 一方で 威せば、 他 C 
に 必ず お 做す 者が をる。 禍嘱 益々 議 なれば サ言 愈々 濃 かで ある。 察ず る じ 昨今 
倫敦ザ 巧よりの 忠吿は 具 じ 人情を 極め、 紐 宵よりの 密語は 離よりも 甘から ぅ。 
想へ ば、 隱溜 自重と か、 互 讓共榮 とかの 美辭麗 かは、 多年 我が 外 炎を 脈け し 
たので あつた。 鳴呼禁 新の 果 實を敎 へる 峨 きは エデンの 花苑 のみでない。 

猶太 人の 得意ち 兩建 主義で ある。 事 あれば 敝 味方に かれる。 計 識的じ 双 



方 じか 屬 する のか、 又は 自然 兩 派に かれて 對抗 する のか、 をの 場な々々 じ 就 
て 研究を 要する 所で ある。 分屬 した 好適 例は、 世界 大戰に 於で、 澳の ロス チ 
ヤィ グ ドは 墳を 助けて 破產 したが、 英の ロス チ ヤィ 作 ドは、 英 に左祖 して 暴 
富を 傅し、 戦後 雨々 共に 榮 ぇて 居る。 故に 猶太 人の 某が、 款を適 じたから と 
て、 を 部の 猶太 人が 味方と なつた 譯 でない。 巧は 甲、 乙は 乙で ある。 苑巧我 
が國 人は 一人を 信用 すれば を 部を 信用す る 癖が あり、 親切 じ 振舞は るれば、 
唐に 之に 純され て 一切を 巧せ る 傾がを る。 炯 股なる 猶太 人は 何條 、.化の 蕾 良 
の 惟 質を 見逃すべき、 成算 歷々 として、 我が 弱 點を觀 いて 來 る。 

近來 、英米の 軍備 攒 張ち 殆んど 常識を 逸して 居る。 我等は、 一面 軍 
社が 軍擴 熱を 煽つ て來た 事實を 忘れない と 同時に、 軍需 會 社と 纖太 人との 關 
係を も 知つ て 居る。 更に 禍喝外 巧が、 多年 我が 國を 讓步 せしめた ことを 銘記. 
し、 今後 過を 重ねない 也懸を 脊つ樣 になつ た。 從て 狂の 軍繼計 議に對 しては 
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微苦笑を がて 迎 へる 餘裕を 養 ひ 得た ので ある。 

今後 國際關 係の 險惡 に趙 くに 從 て、^^ 人 得意の 獨禮 場と なる。 束 湧 晒潑、 
正奇 併せ 用ゐ て、 觀 II® 雨の 妙な が 演ぜら る zt ことで あらぅ。 をの 麟 彼等の 
桐嗎 にがを 潰す 者は 先づ 無から ぅ。 饼しサ 言 じ 誘 はれない 者 無い とは 保し 雛 
い。 愈は 經に 巧る。 も 入 巧 < 。香 解の 下 必ず 死 魚 有りと。 

註、 澳〇 ロスチャィルド をな 祗 さす 爲 め英侧 ホの 猶太が 閒が 謀り、 フランスの 平 慨が 下げを ㈱ 知し 3 
て 思 撼を爲 して 多大の 利益を 噢 の ロスチャイルドに 與 へた 似で ある。 W 

築 四、 關騰包 K 


猶太 人の 特徵 は國際 的で、 巧に 列國 を操縱 し、 願 際 力を なて、^ を處鄰 
解決す るのは 猶太 人の 獨參 湯で ある。 獨り國 際 事 案の みならず、 闡巧 事件で 
も、 國際 力を 振騎 して、 繪縱自 を、 或は 小題大 做、 或は 絕 跡、 思ふ懼 b 



も、 鹽際力を振縣して、 繪縱自を、 或は小題大做、 娥は^總跡、 思ふ通^ 

に 解決す る。 國際 聯盟の 華 かなりし 頃、 彼等は 愚も猶 意め 辣臟 を掷ク たもの 
であ ク た。 併し 今や 常 奪 手段 も觀 破され て 了つ た。 

列 國の對 日包團 策は、 日一日と 顯 著に なつて 來 た。 英^の 連絡は 盛 
に藝 傅され、 列國 合意の 遍 牒が頻 々と來 る。 化 等 難 圃は柴 して 何 處迄圃 結し 
て 居る のか。 义 をの 決 也は どの 程度 迄 か。 兎にも角にも、 國麟 力が 表顶 化す 
るのは 支那 事變が 深刻 じ 彼等の 利 箸に 觸 れて來 た證據 である。 權 溢に 響け ぱ 
響く 穗、 國際 力の 活動は 烈しぐな も。 小生を して 想像せ しむれば、 彼等は 列 
國を說 て 

日 支 事 變處理 の 爲の國 際會鐵 

を雕 させる であらぅ。 をの 場を 禮儀 として、 一應は 我が 國じ 招待 狀を 化す。 
これに 出席 すれば、 先年 國際 聯盟 脫退當 時の 場廚を 再演す る。 これを 謝絕ず 
れ ば、 欠席 判決 的聲 明を 化すで あらぅ。 或は 製 明 丈で 滿 足しないで、 他の 手 
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段を 觀る かも 知れない。 我等は 實 力が 使の 嚴惡の 場な をも覺 悟せ ねばなる ま 
^ 〇 

築 置、 戰 果滅滅 

猶太 人の 熱望は. 我鹽 をして 戰 爭の效 架を 收め させぬ じある、 をれ が 腹の 
どん底に ある。 何とかし V 賊果 を妨審 したい。 をく 戦果を 得させな かつたら，^ 
ば、 をれ こを 理總 的で、 所謂 火 願 成就で ある。 瑶窥 攻め、 金攻 ろ個觸 等の い 
妨 審運審 は、 悉く 皆を の 手段で ある。 通牒 •抗議* 聲明 •論說 I としてを の 
目的から » ない ものは ない。 而 して 猶太 人の 我が 戦果を 減滅 せんとす る 策 
動は 今圓 始まつ たので ない。 日露 戰爭 の時旣 じこれ をした ので ある。 當蛛世 
間では 猶太 人が 我が 國に 十二み の 好意を 盡し たものと 信じて、 感謝した のみ 
なら ス今猶 有りが たがつ てゐる 者も少 くない 〇 ® く 小生を して 當 年を 瞄恐 



せしめょ。 

大統領 グ！ズ ベ グ ト は ホ ィ ス ター ベ ！に於て、 我が小村を權とゥィティ 
を 權を會 見せし むる 準備に 化しき 崎、 突然 大統領を 訪れた 猶太 人が あつた。 

密談 數刻 。をの 翌日ょり 米國 のを 新聞は 擧 つて 無 赔償鱗 和を 蕾き 化した。 忽 
じして これが 米國の 與論と 變 じ、 をれ が 異常の 力を なて、 鱗 和 談判 塞を 締め 
がけて 來 た。 猶太 人の 意見が 輿論の 形を 借りて 重 盤を 加へ たので をる。 結局... ノ 
償金 無しに て條 約は 結ばれた ので わる。 化の 際 我等を して 戰 傑を 禁ずる 能は い 
ざらしむものはかがを權の歸朝せざるじ先ち、 ；^リマン (猶太人) が態々我 
が 國に來 て、 滿 鐵の讓 渡を 承諾 させた。 所謂 触赔償 鱗和說 は滿纖 機が の 陰謀 
から 削 化された もの、 換言すれば、 日露 戰爭 の戰乘 滅辄と 我が 大隆 進化を 抑 
止せん としたので あつた。 幸 じして 小が 外相の 力で、 をれ を 危機 I 繫の 魔で 
防ぃだ。 



日露 戰爭 すら 旣に然 り だ。 況や 今次の 戰爭に 於て おやで わる。 戰 前の 經濟 
建設、 戰 時の 援支排 H 、 をの 意腳 極めて 明臟 である。 < r 後は 戰萊 減滅 にを 力 
を 注ぎを 智を盡 して 秘策を 嫌る じ 相違ない。 


最近の 外電は、 日一日として、 英米 佛の露 曾なる 綾支排 円を 報ぜざる はな 
い。 殊に 米國の 態度ち 强て 我に 戦を 挑む か然ら ざれ ぱ 全く 我を 見纔 つて 懈 
辱す る ものと 解す るの 外は ない。 併し 戰爭を 化 掛けた 場合は 匆 諭、 假 りじ お 
独 棉花の 輸 巧を 禁じた 曉 、一 傭 二 千 萬の 廣 衆ち 甘んじて 政府の 命令に 從ふ 
だら ぅか。 佛國は 夙 じ 我が 文化を 愛し、 格別 じ 我と 親し かつた じす 拘 、今閒 
突然 アグ レ マンを 指絕 しち 佛の 民衆ち 政府め 楷 置を 觀 する だら ぅか。 
小生は^ 政府の 態度は、 狹 して 國 民の 意思を 反映した ものと 思は ない。 否 
現 政府 當局 者が 猶太 人に 致されて、 援支排 H の 巧 動を 執る ものと 斷 をしたい 
ので ぁる。 何故 左樣 .に 云 ふか。 米 國の現 大統領を 鹽繞 ずる 所謂 智^^ げ 、槪 
お 猶太 人で、 嘴に 麗嬰國 策に 關與す ミ 大統領 夫人ち 證 名の 猶太 擁護 者で 
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舊臘も 文豪 ゥエ 八スに 答へ て、 猶太 辯 護 諭を 天下 じ潑裘 した。 また 佛闕に 於 
ては マン デグ が、 長く 植民 循 として 辣腕を 掷 ひ、 極東 闕購 では 赌ち火 使 ナジ 
ヤ！ グ をして、 援 まに 狂奔 させ、 莫大の 武撫の 供給を させた。 今圆 7 ダレ マ 
ン拒 絕の理 おちを 大使が 此の 處を 指備 したの が不 都を だとを ふじ ある。 兩 
國敕府 の 態度は、 現當局 者の 決を した 一時の 機宜で、 之が 架して 國 段の 變藏 
であるか、 义は 長く 支持され る や 否やけ、 をくな て閒 題で ある。 

''元 來 上海 猶太 財 關ち事 變な來 列 國め同 獲规を 求む ると 同時 じ" 巧也密 
と 我がが 力を 見纔 り、 樂觀氣 持で あつた。 然るに 爾來 一年 有半、 我は 連戦 遮 
勝、 國威 益々 輝き、 擧國 一致、 能く 奉公の 誠を 效 すじ 巧し、 支那は 敗走 千里、 
上下 相 怨み、 人也贯 解して 政府の 命岛 夕に 迫つ たのみなら ず、 猶太 一^も 亦 
情くな つた。 空想 幻滅す る や 焦燥 周章。 切に をの 國騰 綱を 適して、. 歐 米列闕 
じ 哀訴し、 巧 方 日本 禍を宣 傅して、 をの 也を 動かし、 遂じ排 円 策動を 觀 らし 
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めた。 

猶太 人は 元來 寄生 的 生活を 營 むが 故に、 自然の 必要 上化づ をの 關の中 
樞首腦 部に 接近し、 をの 歡 がを 求む る じ 懸命で、 殊に 十字軍な 來 、難 侯の 財 
政 整理に 盡 力して、 之と 深い 因緣を 結んだ。 之が 彼等の 常 奪 手段、 傅 統的ガ 
針で 义實に 保身の 捷徑 であつ た。 看ょ、 今日^の 列國の 宮廷 又は# 巧 勢家は 
槪ね 彼等と 離るべからざる 顏係 にある ではない か。 而 して 一岛 をの 地 化を 占 
むれば、 恰も 憑依の 靈が自 巧に をの 肉體を 動かず が 如く、 巧 じ 中 福 部を 操縱 
する のみならず、 進んで 輿 諭の 製造に 努め、 益々 をの 勢力を 扶備 し、 陰然支 
酷 階級の 觀を呈 する ので ある。 ロハ 不思議な るは、 をの 宿 蟹 漸く 成つ て戚權 
愈々 隆ん になれば、 兎角を の 居 化國 から 追が される 運命を 有つ て 居る。 が 太 
利を 逐 はれ、 巧 班 ザを 逐 はれ、 髓荀 ずを 逐 はれた のは、 中 化の：^ 阿 だが、. 纖逸 
を逐 はれ、 今一 再び 伊太利で 取締を 受 くるのは 最近のを 實 である。 がち 得意の 
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絕 項と 非運の 深 綱とは 常じ臟 なつて 居る 様で ある。 是れ何 飯 か。 恐く は 勢 じ 
乘 じて、 權 力を 不當じ 濫用し 利 鑑璧斷 をな むが 爲 である。 . 1 戰後 彼等が 
經濟財 敕の兩 方面から 更に 政治 界じ 活動ず る樣 じな つてから 、世界に 苑角閒 
鶴が 起つ て來 たので ある。 今日 彼等の 巧 動は 乘 して 中庸を 得て 居る か、 どぅ 
か。 ホ 人 曰く。 人事 常 無き も 天命を 有りと。 

倦 猶太 人が、， 今後 排回 又は 戰 乘減滅 じつき 愈 的が 動を 執ら ば 如何。 答 

は ロハ ー甸。 

報 ゆる じ 直を なです。 

ロハ 此の 一巧で ある。 之は 孔子が 二 千 •五. 巧 年 前 じ 諭した 金言で ある。#! 老 乎が 
r 怨に報 ゆるに 德 をな てす」 とち々 た。 或 人 之を 化 モじ墳 した 畔 、孔子は 即 
座 じ 「若し 怨に報 ゆるに 德を なて するなら、 德に報 ゆる じは 何を なて ずる か 
怨じ報 ゆるに 直を なて し、 德じ報 ゆるに 德 をな てす るの だ」 と敎 へた。 流 お 
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た 哲人の 明斷 、千 苗の 疑問を 解いて 餘り ぁる。 支那 人は 苑角 强眷じ 弱く、 弱者 
に强い 癖が ぁる。 弱 肉は 强 食、 大は 小を 併せ、 所謂 强 者の 天下で ぁる。 猶太 
人 も ホ ヵの 信者で、 支那 人と 靈也相 通ず る處が ぁる。 小生が 特に 化の 語を 引 
用す る 所な は、 孔子が 身を なて 之が 眞諭 を實證 したから でぁる。 卯ち がを の 
會じ 於て、 齊は をの 强を恃 み、 魯の 君を 辱し めぶつ 滿 へんと した。 之を 察す 
る や、 孔子は 奪 然臟趙 して、 齊の 君臣を 化 唯し、 をの 無禮を 咎めた。 雄 風瓣、 
々として 意氣滿 場を 盤し、 齊の 君臣は をく 膽を奪 はれて 了つ た。 を こで 平 能 
に 誰び たのみ ならず、 後日 囊 じ侵赂 した 主 地 邀も渡 還した。 化 子は 直を 禪つ 
て、 齊の 反省を 促し、 大じ國 威を 輝かし、 長く 靑 あを 飾つ たので ぁる。 

亂雲 地を 磯いて 風雨 缕 まじく、 國際關 係の 臟惡 なる、 岛 •夕を 測られぬ も 
のが ぁる。 さりながら 靜に考 ふるに、 今は 化に 十九 世 祀な來 の 物 輿 萬 能、 並 
に 段 族 性を 無視した 國際 主義に 勤す る 世界の 淸算 期に 達した のでは ぁるまい 
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か。 天は 明鏡を 懸けて 正邪を 照し、 洪 鈎を 轉 じて、 高低を 平 じされつ ある，， 
ので 無から ぅか。 遮莫 、近頃の 現象は 人智を なて 測られが もの 餘 b じ 多く、 
人力を なて 如何と もす る 能は ざる もの 無數 である。 是れ 果して 偶然なる 乎。 
時運なる 乎。 將た 天意なる ず。 嗚呼 時務の 第一義は 遠大の 計を 成す じある。 
諫 謗徊喝 何に する も のぞ。 敢然 道を 觀 つて 懼れ ざるが に ホ ホの 本領が ある。 
包 圍攻擊 何のを の。 毅然 正を 廬んで 惑は ぬがに、 日本 巧 子の 意氣が ある。 今 

は 是千歲 一遇の 機、 廓淸の 巧を 樹 つるは おじ 此の 時。 魅 じ 神意が あり、 天贿 
が ある。. 
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昭が 十四 年 s 巧 セ 日が 刷 围隐秘 巧 力 硏究が 19!^ 四册 
昭和 1- 化 年 一二 月 十日 潑巧 支那 事 變と纔 太 人 
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燃が 瞄邮抱 ホが ぶ 
脚 i 取 C ルビ 爭的恃 例 


衙八 一；:: 一座 觸髓喊 
ポだん がに 一ぶ が捣振 



帝 國在鄉 軍人 會 長が 『織 太閒題 硏究の 必要を 威 じな にを 江 大佐 じ 依嘱して 
本 善を 編 述し廣 く 么を頒 つて 參增 資料 じ 供した」 この 「ユダャの 人 V W は絕 
大 のが 評を 受けし ぶ 著で ある。 現 實じ世 巧 商工業 資本の 大半を 保有し 颐際金 
權 のま 體 たるは 猶太 人で あり、 時代の 言論 髓僧峡 鹽磯關 の 九 割を おおして、 
たくみ じ 人 也を 左右ず る も ホ 猶太 人で ある。 猶太 人の 活動は、 順逆 縱微 であ 
り、 典 奪 自在で みり をの 出 おに 常軌が ないから 國際 秘密 力と 呼ばれて 居る。 
この 秘密 力の 正體 は、 今日まで 蚕く 秘密で あつた。 をの 髓密は 今や 日 支事鑛 
に 依つ て完 をに 暴露され て 居る。 如何に 瀑 露され て 居る 乎。 之れ を說 くもの 
は本醬 である。 
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獨逸 か、 猶太 人を 闕 外へ 迫が するとい ふ お ひ 切つ た 政策を 斷 巧した 事 質は、 何人も 御が じの 迦 りで 
も' り、 アラ ビヤ 人が パレスタィンで 猶太 人と 勝 質を 爭 ふて 居る 事赞 も、 一般に 知れ 被つ て 居り ま 
す 0 H 、 獨 、がの 防 ホ 協を は 如何にして 成 ホした のでせ 弓 巧 その 成立を なくす るに 至つ た 
は、 何處に 横つ て 原る のでせ ぅず、 今日の 网 ‘—係は、 讓實上 猶太 人を 中む として 励いて 唐る ので あ 
りまで 繪太 入を 隱 くれたる 對顔 として 左 おに みれ て 居る ので ありまて 歐洲 にがけ る 晒 狐ず 閒觸ホ 
猶ほ萊 弛に 嘗る巧 那事變 S 」。 等」 く 瞬 A たる 猶太ク 洒 脚に 巧つ て 波紋を 搬 いた 《でも 〇、 
且つ 滿 いて 居る ので もり まナ 。猶太 人は 英 、米、 彿諸勵 の 政府と 勞 侧階緻 とを 巧みに 操つ て菌 ります 
が、 是 等の 諸國 の中閒 階級には* 刻々 反 猶太の 火の手が 燃え あがつ てゐ るので ありまち 賦^ の 
對日政 幾が、 動 も ナれ ばか 上 落下と なり 不雖 腺と なる の も、 まとして 錄太關 係からの 事で あり、 H 木 
汽船が、 歐ホ^!5^の彼化場人化の爲めに駿み酱められるのも亦巧】 の關係からでありまて 堅ぶの城 
係が 何故に 日本- 般に个 みに 認 織され て 巧ない のでせ ぅで。 猶太 人の 熱 力は、 まとして 秘密 的 
て 居る からであります。 擬太 勢力が、 一 あ 网隙秘 巧 力と 呼ばれる のは、 その 魁め であり まナ〇 I 本 
蕾は この 秘密 力の® を嚴も 平み に f に 籍に說 いた もので あ 〇 ます 0 . 
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(窗巧卯を助巧の巧ホの 1 節一 §は、 8人の樂に成つたものであり、 飽つで§の^が骨ホ 
となつ て脑 るのは のこと だ。 鈍感と いふべき でみ ぶず、 鈍 霜と いふべき である ホ* 今 肖の 人 
が 今日に あんで、 始めて 綻太禍 の嚴跑 なる に 鑑みて、 如何に 滿 切に その 對 がの 化が を减 じで 啟 るかは 
$ の 一巧、 一巧の 閒 に、 餘り にも 朗顯 であを 藝 を一鑛 した 入は、 何人^ 54^ が 旣に输 太 入の 踞 
中に 歸 して 了つ て 居る とい ふの 腺に 堪 へないで あら 弓。 の囊 は、 同 機に 米 闽の靈 であり、 同 
緣に佛 蘭 晒の 囊 でも あるの だ。 糖 太 人が、 歐洲大 戰の慑 中に がて、 如が に英 國を宁 むじ 讓 したず 
米 國をか 何に して 參戰に 誘ぅた ず。 國 i 盟を 如何にして 物にした を 認を國 の 敞緻を 加が にして 
鹽 せしめた か 秘密結社の 勢力を か 何に して 動 貫した ず。 表 晒、 か 俯に もで もらしき § 政 娘の 赞巧 
にがつて 如何に その 黨制爾 を 謹 せんとし つ、 あるず、 軍需工業の 溺 占と i 熱の 絶擲 とは、 如が 
なる 關 係を 巧つ ので あるず。 f ‘ 美俗 破 猿は、 映證 其の 他の 娛 一^に 依つ て 如何に 麗 される ので 
もる ず。 是 等の 事實は 、化のを くの 類似の 事 質と がに、*! 4® の拋寫 は、® M 敷で あり、 窩 遮の 潮趨 
を說 くもので なは ないだ けに、！ 的 切で ある。 
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